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弘

法
大

師
の

「

毘
廬
舎
法
界
体
性
塔
」

　
　
　

顕
密
二

種
の

「

多
宝
塔
」

と阿

部

龍

文

　

多
宝

塔
と

呼

稱
さ

れ
る

塔
に

は
二

種
あ
る

。

そ
の
一

は
、

法

華
経
宝
塔
品
に

由
来
し

て

二

佛
並
座

像
（

又
は

多
宝
如
来
一

尊
）

を

奉
安

す
る

も
の

で
、

第
二

は
、

高
野
山

根
本
大
塔
を
多
宝
塔
と

稱
し

た

こ

と

か

ら、

こ

れ
を
小
形
に

し
た

塔
を
も
多
宝
塔
と

呼
び

、

塔
の

形
を
さ
す
呼

稱
で

あ
る

。

第
一

の

多
宝
塔
に

は

古
来
特
定
の

塔
形
は

な

く
我
が

国
に

於
て

も
伝
教
大
師
の

多
宝

塔
も
多
宝
塔
形

の

塔
で

は

な
い

。

第
一

は

顕
教
の

塔
で

あ

り、

第
二

は

密
教
の

塔
で

佛
三

昧
耶
形
の

塔
で

あ
る

。

弘
法
大
師
創
建

に

よ

る

大
塔
は、

三

昧
耶
曼
荼
羅
の

大
日

如

来
の

三

昧
耶

形

を
単
に

立

体
化
し

た

も
の

で

は

な
い

。

こ

れ
に
つ

い

て

創
建

大
塔
の

建

築
の

上

か

ら

と
、

法
を

、

所
詮
、

能
詮、

行
法

、

行
果
か

ら
見
て

所
詮
の

法
爾
の

曼
荼

羅
が、

能
詮
絵
図
の

曼
荼
羅
と
し
て

描
か

れ、

大

師
の

行
法
を

通
じ

て

そ
の

行
果
の

具
体
と

し
て

の

根
本
大
塔
を
そ
の

内
面
か

ら

検
証
し
、

そ
の

誓
願
を
明
か

に

す
る

。

　

尚、

本

稿
第
一

部
と

し

て
、

見
宝
塔
品
の

多
宝
塔
に

特
定
の

塔
様
は

な
く、

多
宝

塔
形
佛
塔
は
、

高
野
山

大
塔
を
起
源
と

す
る

密

教
の

塔
で

あ
る
こ

と

に
つ

い

て

平
成
七

年
度
智
山

勧
学
会
に

於
て

発
表
し

た
。

顕
密
二

種
の

多
宝
塔
（

第
二

部
）

　
　

　

弘
法
大
師
に

よ
る

「

毘
廬
遮
那
如
来
法
界
体
性
塔
」

　
　

　
　

ー
多
宝
塔
形
佛
塔
の

起
源
と

し

て

ー

の

創
建

仏
塔
は、

佛
涅
槃
後
に

造
立

さ

れ

た

八

基
の

ス

ト
ゥ

ー
パ

を
起
源
と

し

て
、

そ
の

後
、

ア
ジ

ア
全

域

に

亘
っ

て

夥
し
い

数
の

塔
が
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建

て

ら

れ

た
。

そ
の

形
の

上

で

も
実
に

多
様
な
塔
を
生

み

出
し

た
。

し

か

し
、

こ

れ

ら
の

塔

は

す
べ

て

顕

教
の

塔
で

あ

る
。

（
一
）

こ

の

塔
の

長
い

造
顕
の

歴

史
の

中
で、

は

じ
め

て、

全
く
新
な
塔
が

創
出
さ

れ
た

。

弘
法
大

師
に

よ

る

「

毘
廬
遮
那

法
界
体

性
塔
」

で

あ

る
。

そ

の

名
が

示

す
通

り
密

教
の

塔
で

あ

る
。

塔
建
立
の

理

念
に

於
て

も、

そ
の

塔
様
に

於
て

も、

全

く
独

自

の

未
曾
有
の

塔
が

顕
現
し

た

の

で

あ
る

。

こ

の

塔

は、

そ
の

後、

高
野

山

根
本
大
塔
と

呼

ば

れ、

高
野

山

大
塔、

ま

た

は

大
塔
と

略
称
さ

れ

て
い

る
。

こ

の

大
塔
と
、

こ

れ

を

簡
略
化
し

た

塔
を
様
式
の

上

か

ら

多

宝
塔
と

称
し

て

い

る
。

（

二
）

　

高
野
山

大
塔
に

は
、

二

つ

の

伝
え

が

あ
る

。

（
三
）

そ
の
一

つ

は
、

南
天
の

鉄
塔
に

擬
し

た

と

す
る

も
の

で

あ

り
、

他
の
一

つ

は
、

金
剛
界
曼
荼
羅
の

大
日

如
来
の

三

昧
耶
形
を
象
っ

た

と

す
る

も
の

で

あ

る
。

こ

の

伝
承

が、

根
本
大
塔
の

建
立

に

か

か

わ

り
の

あ
る

も
の

で

あ
る

か

ど
う
か

は、

弘

法
大
師
の

毘
廬
遮
那
法
界
体
性
塔
の

創

娃

の

意
図
と

理

念
を

探

る
こ

と

で

自
ら

明
か

に

な

る
。

　

高
野

山

上

に

は
じ

め

て

建
立

さ
れ

た
塔
の

規
模
と

形
容
と

は
、

現

在

の

高
野
山

大
塔
に

よ
っ

て

或
る

程
度
知
る
こ

と

が

出

来
る

。

こ

の

大
塔
は

昭

和
九

年
の

弘

法

大
師
の
一

千
百

年
の

御
遠
忌
を
記
念
し

て

建
て

ら

れ

た
。

こ

の

塔

は、

⊥
ハ

度
目
の

再
建

で、

鉄

骨
鉄

筋
コ

ン

ク

リ

ー

ト

造
り

に
一

部

木
造

を

併
用
し
た

た

め

の

堅
さ

が

あ

り
、

又

亀
腹
の

位
置
に

問
題

が

あ

る

が
、

創
建
以

来
の

規
模
で、

そ
の

形

も

創
建

塔
を

考
察
し

て

建

立

さ

れ

た

も
の

で

あ
る

。

（

四
）

　

弘

法
大

師
創
建

大
塔
が
い

つ

完
成

し

た
か

は、

不

明

で

あ
る

。

承

和
元

年
の

知

識

書
に
、

「

不
日
に

し
て

成
る
」

と

し

て

い

る
の

で

あ
る

か

ら
、

大
師
存
世
中
と
の

寺
伝
も
必

ず
し

も

否
定
で

き

な
い

も
の

が

あ

る

が、

今
は

御
入

定
後
と

推
論
さ

れ
て

い

る
。

（

五
）

　

創
建
大

塔
は
、

正

暦
五

年
（

九

九

四）

落
雷
の

た

め

失
わ

れ

た
が

、

そ

れ

か

ら

約

百

年
後
の

嘉
保
二

年
（
一

〇

九
五
）

か

ら

再
建

に

か

か

り
、

建
築
は

約
五

年
で

終
っ

て
、

そ
れ
か

ら

内
部
の

彩
色

荘
厳
と
、

奉
安
の

尊
像
の

造

顕
等
に

三

年
を

費
や

し
て
、

康

和
五

年
（

一

一

〇
三
）

に

落
慶
供
養
が

営
ま

れ
た

。

非
常
に

短

時
日

で

行
っ

た
こ

の

再
建

が
、

旧

規
に

則
っ

て

行

わ
れ

た

と

す
る

そ
の

記

録
が

嘉
保
康
和
の

記
録
で

あ
る

。

こ

れ
に

よ
り

創
建
大
塔
の

か

な

り
の

詳
細
を

知

る

こ

と

が

出
来、

こ

れ

に

基
い

て

足
立

康

博
士

が
、

創
建
大
塔
を
次
の

よ
う
に

推
論
さ

れ
た

。

（

六
）
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一
、

形

式

一
、

全
咼

一
、

基
壇

、

裳
階

一
、

母
屋

本 相　心

尊 輪 柱

足
立

博
士

は
、

康

和
の

記
録
の 多

宝
塔、

す
な
わ

ち

裳
階
付
宝

塔、

屋

根
檜
皮

葺

十
六

丈

方

九

十
六

尺

　

下

壇

廣

八

丈

方

五

間

各
面

三

戸

両
脇

連
子

各
辺

　
八

十

尺

柱

　
二

十
本

　
高
　
二

十
尺

　
径

　
二

尺

＊

扶
柱

　
四

本
（

嘉

保
記
録
の

み

に

あ
り

）

平

面

円
形

佛
壇

柱
　
四
本
　
断
面

　
八

角
形

　
径
三

尺

　
高
三

二

尺

母
屋
内

柱
　
十
二

本
　
断
面

　
円
形

　
径
三

尺

　
高
三

二

尺

水
輪
柱

　
十
二

本
　
断
面

　
円

形

　
径
三

尺

　
高
三
二

尺

本
七

丈

末
一

丈
三

尺

高

五

丈

胎

界
五

佛

中
尊
　
法
量
約
九

尺

　
台
座
五

尺

五

寸
　
光

背
高
一

丈
五

尺
五

寸

四

佛
　
法
量

約
七

尺

　
台

座

四

尺
五

寸

　
光

背
高
一

丈
二

尺

　
こ

れ
を
も
と
に

復
原

図
を

作
成
し
、

そ
の

平
面
図
と

立

面
図
を
掲
載
し

て

い

る
。

　
「

水
輪

柱
」

と
い

う
の

は
、

平
面

図
の

二

重
円

陣
に

配
さ

れ
た

外
側
の

十
二

本
の

柱
の

事
で

あ
る

。
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創
建

大
塔
の

平
面
は

（

掲
載
平

面
図
は

足
立、

清
水
両
博
士

の

図
を
筆
者
が

修
正
）

三

壇
か

ら

成
っ

て

い

る
。

最
中
央
壇
は

八

角

壇
、

次
が

輪
壇、

裳
階

平
面
が

方
壇
で

あ
る

。

輪
壇
で

八
寸
高、

更
に

八

角
壇
が
こ

れ

よ

り
一

尺

余
り

高
く
な
っ

て

い

る
。

方
壇
は

胎

蔵
壇

、

輪
壇
は

金
剛
壇
で

あ

る
。

柱
は

四

十

九
本、

扶
柱
を
入

れ

る
と

六

十
一

本
と
い

う

柱
の

数
の

多
さ

は
、

未
曾
有
で

あ
る

。

全

高
三

百
三

十
三
尺

と
い

う
東
大
寺
七

重
塔
で

も
二

十

九
本
に

す
ぎ
ず、

大
伽
藍
で

あ

る

東
寺
の

講
堂

で

も
四

十
二

本
で

あ
る
事
を

思
え

ば
、

こ

の

柱
数
は

異
例
で

あ
る

。

中
央
の

心

柱
は

大
日

如

来、

こ

れ
に

四

方
四
仏
の

像
が

安
置
さ

れ

た
。

八

角
壇
四

隅
の

四

本

の

柱
は
、

四

波
羅
密
で

あ
る

。

又
、

薩
・

宝
・

法
・

業
の

四
菩
薩
を
兼
ね、

内
側
内
陣
の

内
陣
柱
十
二

本
は
、

王
・

愛
・

喜、

光
・

幢
・

笑、

利
・

因
・

語、

護
・

牙
・

拳
で

あ

る
。

水
輪
柱
の

十
二

本
は

内

外
八

供
と

四

攝
の

菩
薩
で

あ
る

。

方
壇

二

十

柱
は

、

外
金

剛
部
二

十
天

で

あ
る

。

こ

の

金
剛
界
に

対
し
、

方
壇
の

中
央
に

八

角
壇

を
一

壇
高
く
設
け、

中
台
八

葉
院
と

し
、

柱
と

平
面
と

を
以

て
、

金
胎
重
々

無

尽
の

不
二

を
標
し

た

も
の

と

推
定
さ

れ
る

。

こ

う
し

て

見

る

と、

大
塔
が

徒
に

巨
大
な
塔
の

建
立

を
意
図
し

た

も

の

で

な
く

、

平
面
に

お
い

て

も
方
八

十
尺
を
必

要
と

し

た

こ

と

が
、

こ

れ

に

よ
っ

て

首
肯
で

き

る

で

あ
ろ

う
。

　

次
に
、

立

面
図
を
見
る
こ

と

に

し

よ
う

。

こ

の

図
で

注
意
す
べ

き

こ

と

は
、

亀
腹
が

十
二

本
の

水

輪
柱
の

上
部
を
な
し
て

い

る
こ

と

で

あ
る

。

（

七
）

　

「

御
手
印

縁
起
」

に

創
建

大

塔
と

し
て
二

様
の

図

が

示

さ

れ
問
題
に

な
っ

て

い

た
。

一

つ

に

は
、

復
原
図
の

よ

う
に

裳
階
の

あ
る

も
の

で

あ
り

、

も
う
一

つ

は

裳

階
の

な
い

宝
塔
形
の

塔
で

あ
る

。

宝
塔
形
の

塔
が

金
剛
界
大
日

如
来
の

三

昧
耶
形
の

塔

で

あ

る
。

　

今、

復
元
図
の

塔
の

裳
階
を

取

り

除
け

ば、

大
日

如

来
の

標
幟
の

宝
塔
形

佛
塔
が

顕
れ

る
。

　

そ
こ

で
、

水
輪
柱
と
い

う
名

称
で

あ
る

が
、

宝

塔
の

塔
身
を
形

成

す
る

柱
を
水
輪
柱
と

し

て

い

る

こ

と

は

宝
塔
の

塔
身
を

水
輪
と

し

て
い

る
こ

と

で

あ
る

。

水
輪
は

五

輪
の
一

つ

で

あ
る

か

ら
、

塔
が

五

輪
塔
で

あ
る
こ

と

を
暗
示
し

て

い

る
。

そ
こ

で

五

輪
は、

地

輪
が

裳
階
の

立

方
体
で

あ
り、

火
輪
は

初
層
の

屋

根
が

な

す
三

角
形

、

風

輪

は

上

層
の

屋
根
（

創
建
塔
で

は

屋
根
は

伏
鉢
型
に

な
っ

て

い

る
。

）

（

八
）

空
輪
が

相
輪
上

の

宝
珠
で

あ
る

。

大
塔
は

、

塔
様
に

於
て

も、

金
剛

界
佛
三

昧
耶

形
の

宝

塔
で

あ
る

と

同
時
に、
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胎
蔵
大
日

如

来
を

標
幟
す
る
五

輪
塔
で

も
あ
る
の

で

あ
る

。

「

御
手
印
縁
起
」

の

二

種
の

塔
は
、

理

念
図
で

あ
っ

て

金
剛

界
の

大
日

如

来
の

三

昧
耶
形
を
主

体
と
し

て
、

胎
蔵
大
日

の

標
幟
の

五

輪
塔
を
合
一

さ

せ

た

こ

と

を
表
し

て
い

る
。

（

九
）

　

方
三

間
の

多
宝
塔
で

も

「

宝
塔
」

の

頭
頂
部
で

あ
る

亀
腹
を
そ
の

大
き
さ

は

と

も
か

く
必

ず
設
け
て
、

金

胎

合
】

の

塔
で

あ
る

事

を
表
示

し

て
い

る
。

そ
の

中
で

も

石
山

寺
、

浄
土

寺
な
ど

の

多
宝
塔
で

は
、

亀
腹
を

特
に

大
き
く
し

て

こ

の

こ

と

を
強

調
し

て

い

る
。

金

剛
三

昧
院
塔
は

創
建
大

塔
に

な
ら
っ

て
、

水

輪
柱
を
予

想
し

た

位
置
に

亀
腹
を
麗
い

た

唯
一

の

塔
で

あ
る

。

　

大
塔
が

、

密
教
の

塔
で

あ
る

こ

と

を

相
輪
で

も
表
示
し
て
い

る
。

こ

れ
ま
で
の

塔
の

相
輪
は

、

我
が

国
で

は
、

下
か

ら
、

露
盤
、

覆
鉢、

受
花

、

九

輪
、

水
炎、

竜
車、

宝
珠
と

し

て

形
式
化
し
た

。

こ

れ
に

対
し

て

大
塔
で

は、

九

輪
の

上

に
、

四
葉、

六

葉、

八

葉
と

し
、

そ
の

上
に

、

炎
光

を

放
つ

大
宝
珠
を
安
じ

て

い

る
。

九
輪
は、

九

識
お

よ
び
、

中
台
八

葉
院
の

九

尊
で

、

そ

の

上

の

四
葉

は
、

天
部
の

華
座
で

あ
る
一

葉
を
東
南
西
北
に

配

し

た

も
の

で

二

十
天
を

表

し
、

六

葉
は

明

王
部、

八

葉
は

佛
菩

薩
の

華
座
で

あ
る

。

八

葉
は

不
動
明
王
の

華
座
で

も
あ
る

。

大
塔
相
輪
は、

胎

蔵
九

尊
を
表
示

す
る

九

輪
上

に
、

天
部、

明

王

部、

佛
菩
薩
の

花
座
を

飾

り
、

そ

の

頂
に
、

大

菩
堤
心

を
表

す
る

大
宝
珠
が

遍
法

界
の

炎
光
を

放
つ

の

で

あ

る
。

「

分
別
聖
位
経
」

に
「

光
明
遍
く
覆
う
こ

と

塔

の

相
輪
の

如
し

、

光

明

よ
り
十
六
大
菩

薩
及
び

八

方

等
の

大

護
を
流

出
し

展

転
し
て

光
を
出

す
。

」

と
。

　

大
塔

、

多
宝
塔
で

は
、

相
輪
上
部
よ
り、

四

方
の

棟
に

立
つ

宝
珠
へ

宝
鎖
を
張
り、

鈴
鐸
を
下

げ
て

い

る
。

こ

れ

は

三

昧
耶
形
の

制
底
に

描
か

れ
て

い

る

も
の

で
、

莫
高
窟
の

塔
に

も
見
ら

れ、

チ
ベ

ッ

ト

の

立

体
曼
荼
羅
に

も
見
ら

れ

る

も
の

で

あ
る

。

四
方
の

棟

の

四
顆
の

宝
珠
は
、

相

輪
上

の

宝
珠
と

五

峯
を

成
し

五

智
如
来
で

あ

る

の

で
、

宝
鎖
は
、

大

日

如

来
と

四

佛
の

相
互
供
養
を

表
し
て

い

る
。

棟
の

四
は
、

四

印
を
表
し
て
い

る
。

鈴
鐸、

風

鐸
は

、

諸
佛
諸

菩
薩
の

真
言
の

響
き

法

界
に

遍

き
こ

と

を
表
し
、

塔
の

至
る

と

こ

ろ

に
、

金
胎
不
二

の

密
意
を

篭
め

て
い

る
。

　
弘

法
大
師
が

東
寺
を
賜
っ

た

の

は、

高
野
下

賜
よ
り

七

年
後
の

事
で

あ
る

。

そ

れ
よ
り

造
営
を
進
め

て

三

年
後
に
、

五

重
大
塔
の

建
築
に
か

か
っ

て
い

る
。

従
来
の

五

重
塔
の

形
式
を
依
用
し
た

こ

の

塔
で

も
五

重
に

五

輪
を
表
し
、

金

剛
界
四

佛
を
は

じ

め
、

塔
に
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は

大
日

如

来
を

奉
安
し
、

塔
様
の

如
何
を
問
わ
ず、

密
教
の

塔
と

し
た

。

こ

の

後、

台
密
に

於
て

も、

慈
覚
大
師
の

叡

山

東
塔
に

胎

蔵
の

五

如
来
を

安
置
し

て

以
来
大
日

如

来
を
塔
の

本
尊
と

す
る

例
が

多

く
な
っ

た
。

　

東
寺
に

伝
わ

る

鎌
倉
時

代
の

雛
形
の

五

重
塔
（

小
塔
）

に

は
、

宝
鎖

が

見
ら

れ

る
。

若

し
こ

れ

が

創

建
以

来
の

事
で

あ

れ

ば、

東

寺

五

重
大
塔
に

も、

相
輪
に

宝

鎖
を
用
い

た
こ

と

に

な

る
。

　

こ

の

よ
う
に

弘
法
大

師
は、

一

つ

の

形
象
を
三

昧
耶
形
と

し

て
、

そ

の

三

昧
耶
心

を
読
み

と

り
、

又

密
意
を
篭
め

て
一

つ

の

造
形

を

さ

れ
た

で

あ
ろ

う
事
は
、

般
若
心

経

や

法
華
経
等
の

顕
教
の

経
典
を
も
密
教
の

経
典
と

し

て

読
み
、

一

つ

の

語
句、

た

と

え
ば
「

妙

法
」

を
「

諸
仏
知
見
こ

れ

な
り、

佛
知

見
は

衆
生

の

心

性
な
り

」

と

密
意
を
も
っ

て

こ

れ
を
解
釈
さ

れ
、

更
に

、

中
寿
感
興
の

詩
に

見
ら

れ

る

よ

う
に
、

四

十
歳
か

ら

「

文
殊
讃

佛
法
身
礼
」

四

十
行
と

し

て
、

方
円
二

図
に

よ
り
こ

れ
を
行
ぜ

ら

れ

た
こ

と

か

ら

も
理

解
さ

れ

る

こ

と

で

あ

る
。

　

大
塔

内

外
至

る
所
に
、

金
胎
不
二

を
標
幟
し、

大
塔
を、

金
剛

界
の

三

昧
耶

形

の

宝

塔
に
、

五

輪
塔
を
A

旦

さ
せ

た
こ

と

も

そ

う

し

た

密

意
に

よ
る
も
の

で

あ
る

。

　

こ

の

こ

と

は
、

安

祥
寺
の

塔
を
毘
廬
遮

那
五

輪
卒
都

婆
と

稱
し

た
こ

と

で

も
う
か

が

い

知

ら

れ

る
。

普
通

こ

の

名
稱
か

ら

大
規
模

な
一

つ

の

塔
様
を
想
定
す
る
こ

と

は

難
し
い

で

あ

ろ

う
。

こ

の

塔
は
、

高
野
山

大
塔
の

完
成
か

ら

極
め

て

近
い

貞
観

年
間
に
、

實
慧

の

弟
子
で

入

唐
僧
で

あ
る

恵

運

に

よ
っ

て

建
立

さ

れ

た
。

本
尊
は

、

半
丈
六

の

金
剛
界
五

智
如
来
（

現
在
国
立

京
都

博
物
館
出
陳
）

で
、

塔
は

方
五
間
以
上
と
い

う
。

根
来
寺
大
塔
に

近
い

規
模
で

あ
っ

た
。

（

十
V

　
高
野

山

大
塔
に

な
ら
っ

て

最

も
早
く
建
立
さ
れ
た

こ

の

塔
が

そ
の

形
だ

け
で

な

く

高
野
山
大
塔
の

理

念
を
も
汲
ん

で

建
立
さ

れ
た

も
の

で

あ
る

。

そ

う
理

解
し

て

は

じ

め

て
、

こ

の

名

稱
も
理

解
さ
れ
る
の

で

あ

る
。

　

大
塔
は

、

総

高
十
六

丈
方
八

丈
と
い

う
規

模
か

ら

も
こ

れ

を
建

築
す
る
こ

と

は

決

し

て

容
易
で

は

な
い

が
、

方
形
の

上

を
円
形
に

し
、

更
に

そ

の

上

を
方
形
に

す
る
た

め
、

こ

れ
ま
で
の

七

重
塔
に

も
八

角
堂

に

も

全

く

見
ら

れ

な
い

複
雑
な
構
造
を
以
て

建
築
し

な
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け

れ

ば

な
ら

な
い

。

従
っ

て
、

こ

れ
を

構
築
す

る

複

雑
な

木
組
み

を
、

ま

ず
考
案
す
る
必

要
が

あ

り
、

実
際
の

建

築
に

当
っ

て

は
、

諸

職
に

対
し、

細

部
に

亘
っ

て

の

綿
密
な

技
術
指

導
が

常

時
行
わ

れ

な

け

れ

ば

な
ら

な
か

っ

た
。

こ

れ
を

、

殆
ど

未
踏
の

地

を

開
い

て
、

尚
、

人

蹟
も

稀
で

あ
っ

た

高
野
山

に

建
立

す
る
こ

と
は、

難
事
業
中
の

難
事
業
で
、

多
く
の

困

難
を

克
服
し

な
け

れ
ば
、

不
可

能
事
で

あ
る
こ

と

は

当
初
か

ら
予
測
さ
れ
て
い

た

と

こ

ろ

で

あ
っ

た
。

そ

れ

に

も
拘
ら

ず、

高
野

山
の

開
創
そ
の

も
の

が
、

こ

の

大

規
模
の

塔
の

建
立
に

か

か
っ

て

お
り

、

そ

れ
は、

た

と

え
ど

う
立
地

条

件
が

厳
し
く
と

も、

高
野
の

地
で

な
け

れ
ば

な
ら
な
か

っ

た
。

高
野
山

は

そ
の

た

め

に

ト
食
さ

れ
た

地
で

あ
っ

た
。

　
弘

法
大
師
が

、

は

じ

め

て

高
野
山
の

結
界
を
行
っ

た

の

は
、

高
野

下

賜
の

翌
年、

弘
仁
八

年
の

こ

と

で

あ
る

。

こ

の

結
界
の

啓
白

文
の

中
で、

帰
朝
よ
り

高
野
下
賜

ま

で

の

日

々

を、

「

地
に

相
応
の

地

な

く、

時
正

し

く

是
な
る

時
に

あ

ら

ず
。

日

月
荏
苒
と

し

て

た

ち
ま
ち
一

紀
を
過

ぎ

た

り
」

と

し
て

い

る
。

こ

の

地
こ

の

時
を
得
る
こ

と

が

如
何
に

長
い

宿
願
で

あ
っ

た
か

が

知

ら

れ

る

の

で

あ
る

が
、

高
野
の

地

は

「

空

海
少
年
の

日
、

好
ん

で

山
水
を
渉
覧
し

て
、

吉
野

よ
り
南
に

行
く
こ

と
一

日
、

さ
ら

に

西
に

向
か
っ

て

去
る

こ

と

両
日

程
に

し

て
、

平
原
の

幽
地
あ
り

。

名
づ

け
て

高
野
と
い

う
。

計
る
に

紀
伊
国
伊
都
郡
の

南
に

当
れ

り
。

四
面
高
嶺
に

し

て

人

蹤
蹊
絶
え
た

り
。

」

と
、

上

表
文
に

あ
る

熟
知
の

土

地
で

あ
る

。

大
師
が

こ

の

地
の

開

創

を

宿
願
と

し

た

の

は
、

す
で

に

唐
土

に

於

て

で

あ
っ

た

ろ

う
。

し

か

し
こ

の

十
二

年
の

間
、

第
二
、

第
三

の

地
も
検
討
し

た
こ

と

が

「

卜
食
す
」

で

あ

る

と

思

わ

れ

る
。

高
野

は
、

多
年
意
中
に

あ
っ

た

最
高
の

地

で

あ
っ

た

が、

尚、

検
討
を
要
し

た
の

は、

旧

都
奈
良
か

ら

で

さ

え

も

遠
隔
で

、

「

上
る
に

も
苦

し
み

、

下
る

時
に

も

難
む

深
嶽
崎
嶇
」

冬
は

厳
寒
雪
深
く、

糧
食
灯
油
に

も
事
欠
き

や

す
い

立

地

条
件
で

あ
っ

た
の

で

あ
ろ

う
。

そ

れ
に

も
か

か

わ
ら

ず
、

高
野
は

ト
食
さ

れ
た

の

で

あ
る

。

七

里

四
方
が

結
界
さ

れ

た
。

「

高
野
初
建
立
結
界
啓
白
文
」

を

先

ず
掲

げ

よ

・
つ

。

　
　
　

沙
門

遍
照

金

剛
、

敬
つ

て

十
方
の

諸
仏

、

両
部
の

大
曼
荼
羅
海
会
の

衆
、

五

類
の

諸
天、

お

よ
び

国
中
の

天

神
地

祗
、

な
ら

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

もコ
つ

　
　
び

に

こ

の

山

中
の

地

水
火
風
空

の

諸
鬼
等
に

白
さ

く
、

そ
れ

有
形
有
識
は
必

ず
仏
性
を
具

す
。

仏
性、

法
性
は

法

界
に

遍
じ
て
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と

も

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

う
て

な

　
不
二

な
り

。

自
身
他
身

は
一

如
と

与
ん

じ

て

平
等
な
り

。

こ

れ

を
覚
る

も
の

は
つ

ね
に

五
智
の

台
に

遊
び
、

こ

れ
に

迷
う
も
の

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

か

ん

が
み

　
は

つ

ね
に

三

界
の

泥
に

沈

む
。

こ

の

故
に

大
悲
大
日

如
来、

ひ

と

り

三

昧
耶
の

妙
趣
を
鑒
み

て
、

六

趣
の

塗

炭
を
悲
歎
し

た

も

　
　

　
　
　

　
い

か

つ

ち

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

ん

だ

　

え

ん

ぶ

だ

い

う
。

如

実
智
の

雷、

法
界
の

殿

に

震
い
、

秘
密
の

曼
荼、

閻
浮
提
に

伝
わ

る
。

金

剛
薩
墟、

竜
猛
菩

薩
に

伝
授
せ

し

よ
り、

師

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
つ

　

い

　
師

相
伝
し

て

今
に

い

た

る

ま
で

絶
え

ず
。

遂
使
ん

じ
て
、

弘
教
和
尚
、

弁
正

三
蔵、

錫
を
振
つ

て

東

来
し

て、

漢
の

地
に

流
伝

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
つ

つ

　
し
、

群
生

を
抜
済
す

。

し

か

り
と
い

え
ど

も、

地、

泓
海
を
隔
て

て
、

人

機
未
だ

熟
せ

ず
、

教、

秘
閣
に

饂
ん

で
、

未
だ

こ

の

朝
に

及
ば

ず
。

　
　
そ

扎

が
し

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

よ

　
　

　
　

い

に

　
　

某
甲

、

　
　

　
　
　
幸
に

諸
仏
の

加

持
力
と
、

幽
明

機
熟
の

力
と

に

頼
つ

て
、

去
し

延
暦
二

十
三

年
を
も
つ

て

彼
の

大
唐
に

入

り、

大
悲

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
た
い

ら

　
胎

蔵
お

よ

び

金
剛
界
会
両
部
大
曼
荼
の

法、

な
ら
び
に
一

百
余
部
の

金
剛
乗
を

奉
請
し
て

、

平
か

に

本
朝
に

帰
り
き

。

地
に

相

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ぜ

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

じ

ん
ぜ
ん

　
応
の

地

な
く、

時
正

し

く
日

疋

な
る
時
に

あ
ら

ず
。

日

月

荏
苒
と

し
て
、

た

ち
ま
ち

に
一

紀
を
過
ぎ

た

り
。

こ

こ

に

す
な
わ

ち
輪

王

運

を

謦
て
・

の

法
を

弘
め

ん

と

撫

玄

必

ず
そ
の

地
を
得
べ

く

四

遠
を

筒
択
す
る
に
・

こ

の

地

ば
．

餌
せ

り
・

こ

の

故
に

　
　

　
　
　

　
　
　
　
お

ん

サ

　
天

皇

陛
下、

と
く
に

恩
璽
を
下
し

て
、

こ

の

伽
藍
の

処
を
賜

え
り

。

今、

上
は

諸

仏
の

恩
を
報
じ

て
、

密
教
を
弘
揚
し

、

下
は

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

も
つ

　
五

類
の

天
威
を
増
し

て
、

羣
生

を
抜

済
せ

ん

が

た

め

に、

一

ば
ら
金

剛
乗
秘
密

教
に

よ
つ

て
、

両
部
の

大
曼
荼
羅
を
建
立
せ

ん

　
　
ね

ご

　
と

欲
う

。

仰
ぎ
願
わ

く
ば
、

諸
仏
歓

喜
し

、

諸
天

擁
護
し、

善
神
誓
願
し
て
、

こ

の

事
を
証
誠
し

た

ま

え
。

あ
ら

ゆ
る

東
西
南

　
北

四
維
上

下、

七
里

の

中
の
一

切
の

悪

鬼
神
等
は

み

な
わ

が

結

界
を
出
で

去
れ

。

あ
ら

ゆ
る
一

切
の

善
神
鬼
等
の

利
益

あ
ら

ん

　
も
の

は
、

意
に

随
つ

て

住
せ

よ
。

　
　
ま
た

願
わ
く
は

、

こ

の

道
場
は

あ
ま
ね

く
五

類
の

諸

天
お

よ
び

地
水
火
風

空

の

五

大
の

諸
神、

な

ら

び

に

こ

の

朝
開

闢
以
来

　
の

皇

帝
皇
后

等
の

尊
霊、

一

切
の

天

神
地

祗
を
も
つ

て

檀
主
と

な

す
。

伏
し

て

乞
う、

一

切
の

冥
霊、

昼
夜
に

擁

護
し
て

、

こ

　
　

　
　
　

　
は

た
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

も
う

　
の

願
を
助
け

果
せ

。

敬
つ

て

臼
す

。

こ

の

結
界
に

よ
り

、

伽
藍
建
立
に

向
っ

て
、

草
庵
と

呼
ぶ

程
の

僧
房

、

食
堂
な
ど

が

準
備
さ

れ
た

。

こ

れ

等
が

営
ま
れ
て

、

い

よ
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い

よ

壇
上

建
立

の

結
界
が

行
わ

れ
た

の

で

あ
る

。

弘
仁
九
年
か

ら
十
年
に

か

け
て

の

こ

と

で

あ
る

。

こ

の

啓
白
文
（

壇

場
結

界
文
と

略

稱
）

も
併
せ

て
、

左
に

か
か

げ
る

。

　

　
　
一

切
の

諸
仏
と

般
若
と

菩
薩
と

金
剛
天

等
と

お

よ
び
一

切
業
道
の

明
冥
と

に

啓
白
す

。

わ
れ
今、

こ

の

地
は

こ

れ
わ

が

地

な

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
と

　

　
り

。

わ

れ
今、

七
日

七

夜
の

都
大
道

場
法
壇
の

会
を
立

て

て
、

一

切
の

十
方
法
界
の

諸
仏
世
尊
と

お
よ
び

般
若
波
羅
蜜
多
と
諸

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
お
も

　

　
の

菩
薩
衆
の

諸
の

徒
衆
を

領
せ

る

と

を
供
養
し

て
、

一

切
秘
密
の

法
蔵、

難
思
議
の

法
門
を
決
定
せ

ん

と

欲
う

。

故
に

諸
の

勝

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
お
も

　

　
成
を

取
つ

て

護
身
結
界
の

法
事
を

欲
う

。

こ

の

伽
藍
の

東
西
南
北
四
維
上
下
に

お
い

て
、

あ
ら

ゆ
る
一

切
の

正

法
を
破
壊
せ

ん

　

　
ぴ
　
な

　
や

　
か

　

　
毘

那
耶
伽、

諸
の

悪
鬼
神
等
は
、

み

な
こ

と

ご

と

く
わ

が

結
界
の

処、

七
里
の

外
に

出
で

去
れ

。

も
し

正

法
を
護
ら

ん

善
神
鬼

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
こ
こ

ろ

　

　

等
の

、

わ

が

仏
法
の

中
に

利
益
あ
ら

ん

も
の

は
、

意
に

随
つ

て

住
し

て

こ

の

伽
藍

に

お
い

て

仏
法
を
防

護
せ

よ
。

こ

の

伽
藍
の

　

　
如

来
像
の

前
に

お
い

て
、

諸
の

仏

子
等
同
法
と
一

心

に

仏

法
を

住
持
し

て

四
恩
を

報
じ

奉
り

、

有
情
を

饒
益
せ

ん
。

金
剛
軍
荼

　

　
利

菩
薩
の

法
に

帰
命
し
て
、

七

日

七

夜
作
法
結
界
し、

懺
悔
礼
拝
す

。

こ

の

院
内
に

あ

り

て
、

東
西
南

北
四

維

上

下
に

、

あ
ら

　

　
ゆ

る
一

切
の

正

法
を
破
壊
せ

ん

毘

那
耶
伽

、

諸
の

悪
鬼

神
等
は

み

な
こ

と
ご

と

く
わ

が

結

界
の

処
、

七

里
の

外
に

出
で

去
れ

。

　

　
も
し

正

法
を

護
ら

ん

善
神

鬼
等
の

、

わ

が

仏

法
の

中
に

利
益
あ
ら

ん

も
の

は、

意
に

随
つ

て

住
せ

よ
。

至

心

に

三

宝
殿

、

恩
重

　

　
の

教
主

釈
迦

尊
と

、

大
威
力
を
具

す
る

神
呪

心
と
、

善
護
能
化
の

観
世

音
と
、

金

剛
軍

荼
利
菩
薩
と

の

諸
の

聖

衆
と

、

薬
王
薬

　

　
上
救
脱

菩
薩
と

の

諸
の

聖
衆
と
、

金

剛
蔵
王

菩
薩
と

の

諸
の

聖

集
と

、

梵
釈
四

王

竜
神

等
の

護
法
の

諸
天

影
嚮
衆
と
を

勧
請
し

　

　
た

て

ま
つ

る
。

道

場
に

来
入

し
、

法

事
を

証
成
し

て
、

わ
が

勧

請
に

お
い

て

哀
愍
摂
受
し

た
ま、
丸

。

　

こ

の

壇

場
結
界
に

前
後
し

て
「

秘
密

曼
荼
羅
教
付
法

傳
」

の

筆
が

執
ら
れ、

そ
の

後、

こ

れ

を
簡
潔
に

ま

ど

め

た
「

真
言
付
法

傳
」

を

著
わ
し
て
い

る
。

初
め

の

啓
白
文
で、

こ

の

付
法

傳
の

肝
心
を
の

べ

て
い

る
。

大
日

如
来
が

常
恒

普
遍
に

説
法
さ
れ
る

法

爾
の

法、

そ
の

秘
密
の

故
に

こ

れ
を

秘
密
曼
荼
羅
教
と
い

う
。

こ

の

秘
密
の

曼
荼
が

現
世
に

伝
わ
っ

た
の

は、

一

に

大
日

如
来
の

大
悲
に

発
し、

金

剛
薩
捶
が

大
日

如

来
に

受
法
し
、

更
に

龍
猛

菩
薩
に

伝
受
し

た

こ

と

に

よ
る

。

こ

の

と

こ

ろ

を
大
師
は

「

如
実
智
の

雷、

法

界
の
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殿
に

震
い
、

秘
密
の

曼
荼、

閻
浮
提
に

伝
る
L

と

し

て
、

付
法
伝
に

於
て

南
天
鉄
塔
相
承
と

し

て

記
す
と

こ

ろ

で

あ
る

。

こ

れ
に

よ

り

師
々

相
伝
し

て

大
師
が

こ

れ

を

伝
え

た

と

し

て
、

そ
の

法
と

こ

れ

を
伝
え
た

の

は

正

し

く
大
師
で

あ
る
こ

と

を
明

ら
か

に

し
、

今

願
う
と

こ

ろ

は
、

こ

の

金
剛
秘
密
教
に

よ
っ

て
、

両
部
の

大

曼
荼
羅
を
建
立

す
る
こ

と

で

あ
る

。

こ

れ

が

密

教
を
弘

揚
す
る
こ

と

で

あ

り、

群
生

を
抜
済
す
る
こ

と

で

あ
る

。

両
部
大

曼
荼
羅
を
こ

の

地
に

建
立

す
る
こ

と

こ

そ
、

大
日

如

来
の

大
悲
と

法
の

相
承
者
と

し

て

今、

こ

こ

に

実
現

す
る
こ

と

に

な
る
の

で

あ
る

。

こ

の

故
に、

壇

場
結

界
に

於
て

「

一

切

秘
密
の

法
蔵
、

難
思
議
の

法
門
を
決

定
せ

ん

と

欲
う
」

と

啓
臼
さ
れ
た

の

で

あ
る

。

　

高
野
山

で

は
、

今
も

、

大
塔

、

金
堂
（

創
建

時
の

講
堂
V

の

建
つ
、

一

段
高
く
築
か

れ

た

と
こ

ろ

を
壇
上

伽
藍
と

よ

ん

で
い

る
。

こ

れ

が

弘
法
大
師

が

七

日

七

夜
の

結
界

を
修
さ

れ

た

壇
場
で

あ

る
。

　
こ

の

結
界
の

都
大
道

場
は

、

一

切

諸

佛
菩
薩
を
攝
入

す
る
一

大
曼
荼
羅
で

あ
る

。

こ

の

大
道

場
壇
は

方
壇
で

胎
蔵
曼
荼
羅
に

他
な

ら

な
い

。

法
壇
は

円
壇
で
（

十
一
）

、

こ

こ

で

は

金
剛
界
曼
荼
羅
で

あ
る

。

初
結
界
に

於
て
、

入

葉
蓮
華
を
な

す
高
野
八

嶺
を
摂
め

て

一

大
浄
域
と

な
し

た
。

壇
場
結
界
に
い

う、

「

わ

れ

今、

こ

の

地

は
こ

れ
わ
が

地

な
り

」

は
、

こ

の

七
里

結
界
の

浄
地
で
、

そ
の

中
央

に
、

一

大
胎
蔵

曼
荼
羅
が

築
か

れ
、

そ

の

上

に

金
剛
界
の

円
壇
が
、

建
立

さ

れ
た

の

で

あ
る

。

初
結
界
で

建
立
が

欲
わ

れ
た

両
部
の

曼
荼
羅
が
、

図
画
の

曼
荼
羅
で

あ
る

か
、

或
い

は

二

基
の

毘
廬
遮
那

法
界
塔
で

あ
る

か

は
、

後
に

譲
る

と
し

て
、

今、

こ

の

結
界
に

よ
り、

大
悲
胎

蔵
壇、

金
剛
界
法
壇
の

両
部
曼
荼
羅
が

建
立

さ

れ
た

の

で

あ
る

。

こ

の

都
大
道
場
法
壇
の

上
に
、

ま

ず
講
堂
が

建
立

さ
れ、

東
西
に

二

基
の

両
部
の

塔
が

建
立

さ

れ
る

。

壇

場
は

東
西
二

基
の

毘
廬
遮
那

法
界
体
性
塔
建
立
の

た

め

の

壇

場
で

あ
り、

伽

藍
と
し

て

は

講
堂
の

方
が

従
で

あ
る

。

　

根
本
大
塔

の

建
立

を、

一

切
の

秘
密
の

法
蔵、

法
雷
法

界
の

殿
に

震
っ

て

閻
浮
提
に

伝
え
た

南
天

鉄

塔
相
承
か

ら

見

て

行

く
こ

と

に

す
る

。

　

「

秘

密
曼
茶
羅
教
付
法

伝
」

で
は
、

顕
密
の

別、

つ

ま
り

密
教
の

秘

密
た

る

所
以
か

ら

説

き

お
こ

し

て

い

る
。

顕
教
で

は
、

応
化
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佛
は

内

所
証
の

法、

聖
智
の

境

界
を

説
く
こ

と

が

な
い

の

で
、

そ
の

説
く
と

こ

ろ

は

随
他
意
の

た

め

の

も
の

で

方
便
の

門
で

あ
る

。

こ

れ
に

対

し
、

密
教
は、

顕
教
が

不
説
と

す
る

法
身
の
、

大
日

如
来
が
、

そ
の

自
内
証
で

あ
る

聖
智
の

境
界
を
説
く
も
の

で

あ
る

。

大
日

如

来
は

、

常
恒
普
遍
に
、

真
実

語、

如
義
語

、

つ

ま

り
真
言
で

法
を
説
か

れ

る
。

そ
の

法
が
、

曼
荼
羅
法
教
で

あ
る

。

詳
し

く

は
、

唯
一

秘
密

最
上
佛

乗
大

曼
荼
羅
法
教
で

あ

る
。

こ

れ
を
秘

密
と
い

う
の

は、

こ

の

法
が

常
恒

普
遍

に

演
説
さ

れ
て

い

な
が

ら
「

し

か

も

機
に

あ
ら

ず
。

時
に

あ
ら
ざ

れ

ば
、

聴
聞
し、

信

受
し

修
業
し

流
伝
す
る
こ

と

を

得
な
い
」

か

ら

で

あ
る

。

で

は

秘
密
の

法
は

い

か

に

し

て

伝
え

る
こ

と

が

出

来
る

の

だ

ろ
う
か

。

「

い

わ

ゆ
る

道
は

自
ら
弘

ま
ら
ず、

弘
ま

る

こ

と

必

ず
人
に

よ
る

。

誰
か

よ

く
弘

む

る

者
ぞ
」

と
。

こ

こ

で
、

「

す
な
わ

ち

七

箇
の

阿

闍
梨
あ
り

。

上
、

高
祖
法
身
大
毘
廬

遮
那
如
来
よ
り、

下
青
龍
の

阿

闍
梨
に

至

る

ま

で
、

嫡
々

相
続
し

て

絶
え

ず
。

こ

れ

す
な
わ

ち
如

来
加

持
力
の

致
す
と
こ

ろ

な
り
。

法
の

最
上

な
る

も
の

こ

こ

に

お
い

て

見

え

た

り
。

」

　

秘
密
の

法
は

、

秘
密
の

ま

ま

で

は
、

流
伝
す
る
こ

と

は

な
い

。

　

「

広
付
法

伝
」

は
、

第
三

祖

龍
猛

菩
薩
に

於
て
、

「

つ

い

に
、

南
天
の

鉄
塔
の

中
に

入
っ

て

親
り

金

剛
薩
唾
に

潅
頂
を
授
け
ら

れ、

こ

の

秘
密

曼
荼
羅
最
上
曼

荼
羅
教
を

誦
持
し

て

人
間
に

流

伝
す

。

」

と

記
し
、

更
に

特
に

問
答
決
疑
を
設
け
て

詳
述
し

て

い

る
。

　

　
　
時
に

竜
猛

大
徳、

持
誦
成
就
し

て
、

す
な
わ
ち

南
天

竺

大
菩
薩
蔵
の

塔
の

前
に

至
つ

て
、

こ

の

塔
を

開
か

ん
と

願
う

。

七

日

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
め

ぐ
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

び

ゃ

く

け

し

　

　
の

中
に

お
い

て

塔
を

遶
つ

て

念

誦
す

。

白
芥
子
を
加
持
し

て
、

こ

の

塔
門

を
打
つ

。

第
七

日

に

至
つ

て

塔
門

す
な
わ
ち

開
け
ぬ
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ゆ
　
ぬ

　

　
塔
内
の

諸
の

金
剛
神
一

時
に

踴
怒
し

て

入
る

こ

と

を
得
し

め

ず
。

た

だ

塔
内
を
見

る

に、

香
燈
の

光
明

は
一

丈
二

丈
な
り

。

名

　

　
花
の

宝
蓋
は

中
に

満
ち

て

懸
列
せ

り
。

ま
た

讃
の

声
を

聞
く

。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

お
こ

　

　
　

時
に

こ

の

菩
薩
は

至

心

に

懺

悔
し

て

大
誓
願
を
発
す

。

諸
の

金

剛
神、

出
で

来
つ

て

問
う
て
い

わ

く、

汝
何
事
か

あ
る

と
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
さ

か
ん

　

　

答
え
て

い

わ

く
、

如

来
の

滅
後
に

邪
林
繁
く
鬱
に

し

て

大

乗
滅
し
な
ん

と

欲
す

。

こ

れ
こ

の

塔
の

中
に

三

世
の

如
来
の
一

切
の

　

　
法
蔵
あ
り

と

聞
く

。

願
わ

く
は

受

持
し
て

群
生

を
利
済
せ

む

と
。

金
剛、

命
b
て

入

ら
し
む

。

入

り

お

わ
つ

て

そ
の

塔
つ

い

で
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そ

　
と
　

ば

　
　

閉
ぢ

ぬ
。

そ
の

内
を
観
れ
ば

す
な
わ
ち

法
界
宮
殿
毘
廬
遮

那
現

証
窒
都
波
こ

れ

な
り

。

龍
猛
菩

薩
が

観

見
し

た

法

界
宮
殿
毘
猛
遮

那
現
証
卒
塔
婆
が

弘

法
大
師
創

建
の

毘
廬
遮
那
法
界
体
性
塔
で

あ
る

が
、

今
こ

の

塔

に

つ

い

て

筆
を

進
め

る
ま
え

に

誦
出
し

た

法
に

つ

い

て
、

繋

理

趣
経
解
題
」

の

次
の

文
よ
り

朋

か

に

し
て

行
こ

う
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

こ

ん

こ
う
ゆ

が

き
ょ

う

　

　
　

初
め

に

法
と
は、

こ

の

『

金
剛
瑜
伽
経
』

に

二

本
あ
り

。

一

に

は

広
本、

す
な
わ

ち

法
仏
恒
説
の

法
曼

荼
羅
こ

れ

な
り

。

つ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
ゆ

ゆ
う

み
ょ

う

　

　
ぎ
に

分
流
の

本、

す
な
わ

ち

竜

猛

所
伝
の

十
万
頌
の

経
こ

れ

な

り。

こ

の

本
に

つ

い

て

十

八

会
の

経
あ

り
、

こ

の

経
は

す
な
わ

　

　
ち

十
八

会
の

中
の

第
六

会
な
り

。

ま
た

法
の

中
に
つ

い

て

四
つ

、

　一

に

は

教
法、

十
万
頌
の

能
詮
の

経
こ

れ

な
り

。

二

に

は

理

　

　
法、

十

万
頌

の

所
詮
こ

れ

な
り、

三

に

は

行
法、

能
観
の

三

密
こ

れ

な
り、

四
に

は

果
法、

能
行
の

旬
こ

れ
な
り

。

　
法
佛
恒
説
の

法
曼
荼
羅
は、

法

爾
秘
密
の

法
で

あ
る

。

こ

れ
が

、

龍
猛
菩
薩
に

よ
り

誦
持
流
出
さ

れ
て

は

じ

め

て

教
法
と

な

る
の

で

あ
る

。

こ

れ

を
大
8
経
解
題
か

ら

も
補
っ

て

表
に

し

よ
う

。

教

法

能

詮

の

経

分

十 来 猛 こ 龍 流

万 秘 菩 の 猛 の

頌 密 薩 経 所 広

能 蔵 南 ＿ 伝 本
詮 の 天 金 の

の 根 鉄 剛 十

経 本 塔 頂 万
十 な よ 経 頌
八 り　り

）

の

会 　 　誦 及 経
三　 　 出 ぴ

百 　　す 大
巻 　 　 る 日

所 経
の は

如 竜

略
略 頽 三 本
を 文 千
以 三 余
て 千 頌
広 経 の

を 巻 経
攝 七
し 軸
少
を
以
て

多
を
攝
す
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理

　
法

所

詮

の

経

広
本

分
流
の

広
本

法
佛
恒
説
の

法
曼
荼
羅

金
剛
手
誦
伝
す
る

十
万
頌
所
詮

経

法
爾
常
恒
の

本

諸
佛
の

法
曼
荼
羅

（

法
爾
所
起
の

曼
荼
羅
人
）

自

性
法
身
所
説
秘

密
真
言
三
摩
地
門
い

わ

ゆ

る

金
剛
頂
経

十

万
頌
の

経

等

大
悲

曼
荼
羅
の
一

切

の

真
言
一

々

の

真
言

の

相
と

は

皆
法

爾
な
り

（

十
住
心

論
）

一
丁

　

去

彳　
　
、

マ

能
観
の

三

密

果
　
法

能

行

の

句

　
経
に

能
詮、

所
詮
が

あ
る

の

は
、

密
教
に

於
て

は

じ

め

て

あ
る
の

で
、

内

所
証
の

法
が

説
か

れ

な
い

顕
教
に

於
て

は

あ
り
得
な
い

こ

と

で

あ
る

。

　
そ
こ

で、

「

付
法
伝
」

の

先
の

文
を
見
る

と
、

塔
内
に

入

る

こ

と

を
拒
む

金
剛
神
と

の

問
に
、

龍
猛
菩
薩
は、

「

こ

れ
こ

の

塔
中
に

三

世
一

切
如

来
法
蔵
あ
り
と

聞
く

」

と

答
え
て

い

る
。

三

世
一

切
如
来
法
蔵
は
、

未
だ

「

法

佛
恒
説
の

法
爾
の

法

曼
荼
羅
」

を
知
る

と

こ

ろ

で

な
い

塔
外
の

菩

薩
に

あ
っ

て

は、

三

世

如

来
の

経
蔵
と

し

て

の

理

解
に

と

ど

ま
る
の

で

あ
る

。

龍
猛
菩
薩
が

塔

内
に

入
っ

て

「

法
佛
恒
説
の

法
曼
荼
羅
」

つ

ま
り
「

秘
密
曼
荼
羅
」

を
誦
出
し

た

と

き、

こ

れ

が

十
万
頌

能
詮
の

教
と

な
る
の

で

あ
る

。

　
行
法

、

果
法
に
つ

い

て

は
、

改
め

て

述
べ

る
こ

と
と
し

、

龍
猛

菩
薩
の

塔
内
に

入
っ

て

観
見
し
た
法

界
宮
殿
毘
廬
遮

那
如

来
現
証
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卒
塔
婆
と

は
い

か

な
る

塔
で

あ
る
か

を、

大
師
の

記
す
所
に

よ
っ

て

こ

れ

を
明
か

に

す
る
こ

と
と

し
、

更
に

こ

れ

を

表
に

す
る

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
ほ

う
ど

う

　

か

い

ふ

　

み

だ

　

て

ん

こ

　
　
　

如
来
加

持
広
大
金

剛
法
界
宮
と

は

こ

れ
す
な
わ
ち
五
仏
の

異
名
な

り
。

大
日

と

宝

幢
と

開

敷
と

弥
陀
と

天

鼓

と
つ

い

で
の

ご

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

ま

ん

だ

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
た

い

そ
う

　

ま

ん

だ

ら

　
　
と

く
配
せ

よ
。

ま
た

次
に

如
来
と

は

大
曼
荼
羅
身
な
り

。

下
の

文
に

説
く
と
こ

ろ
の

胎

蔵
の

曼
荼
羅
こ

れ

な

り
。

金

剛
と
は

す

　
　
な
わ
ち
三

昧
耶

身
な

り
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

ひ
ょ

う
ゆ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

だ

る

ま

ま

ん

だ

ら

　
　
　

第
四
の

巻
の

所
説
の

密

印
お

よ

び

標
幟
こ

れ

な

り
。

法

界
と

は

す
な
わ

ち

達
磨
曼
荼
羅
身
な

り
。

第
二

第
五

の

所
説
の

種
子、

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
か

　
じ

　
　

　
　

り

こ

う

い

　
ぎ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
こ

く
う

　
　
字
輪

等
の

真
言
こ

れ

な

り
。

加
持
と

は

事

業
威

儀
の

身
な
り

。

こ

れ
は

三

種
の

身
に

通
ず

。

広

大
と

は
お

の

お

の

の

身
量
虚
空

　
　
法
界
に

同
じ

き
こ

と

を

明

す
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
こ

　

くコ
つ

　
　
　

故
に

下
の

文

に
い

わ

く、

「

世

尊
の

身
語
意
は
、

平
等
に

し

て

身
量
虚
空
に

等
同
な

り
、

語
意
の

量

も
ま

た

か

く
の

ご

と

し
」

　
　
と

。

　
　
　

宮
と
い

つ

ぱ
、

所
住
処

な
る
こ

と

を
顕

わ

す
。

A
，

こ

の

心

王
の

如

来、

無
始
無
終
に

し

て
、

お
の

お
の

自
法
界

三

昧
に

安

住

　
　
せ

り
。
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宮

所
住
所

　
今
こ

の

心

王

如
来

　
無

始
無
終
に

し

て

各
々

自

法
界
三

昧
に

住
す

法

　
　
界

達
磨

曼
荼
羅
身

　
種
子

　
字
輪
等
の

真
言

佛五

金

　
　
剛

三

昧
耶

（

曼
荼
羅
）

身

　
密
印
　
標
幟

広

　
　
大

各
各

身
量

、

語
量、

意
量
　
虚
空

に

等
同

加

　
　
持

事
業
威

儀
身
（

三

種
の

身
に

通
ず
）

如

　
　
来

大

曼
荼
羅
身

　
胎
蔵
曼
荼
羅
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法

界
宮
殿
は
、

五
佛
で

あ
り、

四

種
曼
荼
羅
身
で

あ
る

。

身
語
心

量

虚
空
に

等
同
の

心

王
の

如

来
の

無
始
無
終

に

各
々

自
法

界
三

昧
の

安
住
す
る

所
住
所
で

あ
る

。

殿

は
、

身
心

互
い

に

能

住
所
住
と

な
る
こ

と

を
意
味
し
て

い

る
。

で

は
、

龍
猛
菩
薩
と

と

も
に

法

界
宮
殿

毘
廬

遮
那

現
証
塔
に

入
っ

て

内
か

ら
こ

れ

を
観
見

す
る
こ

と
と
す
る

。

そ

れ
に

は
、

弘
法
大
師
が

　
こ

の

法
界
躰
性
身
の

大
日

如
来、

五

智
所
成
の

四

種
法
身、

金
剛

薩
墟

等
の

塵
数
の

諸
仏

眷
属
と

と

も
に
、

あ
る
い

は

法
界
宮
に

住
し
、

あ
る
い

は

普
賢
心

殿
等
の

中
に

住
し
て
、

常
恒
不

断
に

こ

の

金
剛
一

乗
の

真
言
秘
蔵
を
演
説
し

た

も
う

。

と

釈
し

て
い

る

平
城

上

皇

潅
頂
文
に

ひ

く
「

分

別
聖
位
経
」

の

次
の

文
を
用
い

る

こ

と

と

す
る

。

　
　

　

法
性
身
の

仏
は

心

よ

り

無
量
の

諸
仏
及
び

無
量
の

菩
薩
を
流
出
す

。

み

な
同
一

性
た

り
。

い

わ

く

金

剛
の

性
た

り
。

遍

照
如

　
　

来
に

対

し

て

潅
頂
の

職
位
を
受
く

。

彼

等
の

菩
薩、

お

の

お

の

三
密
門
を
説
い

て

も
つ

て

大
日

お

よ

び
一

切

如

来
に

対
し

て
、

　
　

す
な
わ

ち
加

持
の

教
勅
を

請
う

。

大
日

尊
の

の

た

ま
わ
く

、

「

汝
等
将

来
に

無
量
の

世

界
に

お
い

て、

最
上
乗
者
の

た
め
に

、

現

　
　

生
に

世

出
世

間
の

悉
地

成

就
す
る
こ

を
得
し

む
」

と
。

彼
の

諸
の

菩
薩、

如

来
の

勅
を
受
け

己
つ

て、

仏
足
を

頂
礼
し

て
、

大

　
　

日

仏
を

圍
緯
し

己
つ

て
、

お

の

お
の

本
方
本
位
に

還
つ

て
、

五

輪
と

な
つ

て

本
標
幟
を
持
す

。

も
し

は

見、

も
し

は

聞、

も
し

　
　

は

輪
壇
に

入

り
ぬ

れ

ば
、

よ
く
有
情
輪
転
の

生

死
の

業
障
を
断
じ、

五

解
脱

輪
の

中
に

お
い

て
、

一

仏
よ
り
一

仏
に

至

り
、

供

　
　

養
し
承

事
し
て

、

み

な
無
上

菩
提
を
獲
得
し

て、

決
定
の

性
を
成
ぜ

し

む
。

な

お

し

金
剛
の

爼

壊
す
べ

か

ら

ざ

る
が

ご

と

し
。

　
　

こ

れ
す
な
わ
ち

大
日

聖
衆
の

集
会
な
り

。

す
な
わ

ち

現
證
塔
と

な
る

。

一

一

の

菩
薩

、

一

一

の

金

剛、

お

の

お

の

本
三

昧
に

住

　
　

し

て

自
解
脱
に

住
し、

み

な

大
悲
願
力
に

住
し

て、

広

く
有
情
を
利
す。

も

し

は

見
、

も
し

は

聞、

こ

と

ご

と

く
三

昧
を
證

し
、

　
　

功
徳

・

智
慧

頓
集
成
就
す
」

　
こ

れ

が

龍
猛
菩

薩
が
、

法
界
宮

殿
で

あ
る
毘
廬
遮

那
如

来
の

内
部
に

入
っ

て

観

た

と
こ

ろ
の

光

景
で

あ
る

。

そ
う
い

っ

た

ら

ど

う

で

あ
ろ

う
か

。

現

証
塔
は

も
と

よ

り

法
爾
の

塔
で

毘
廬
遮

那
如

来
も
法
爾
所
起
の

曼
荼
羅
人
で

あ
る

。

こ

れ
を
説
く
真
言
の

法
も
法

爾
で

あ
る
と

こ

ろ
を
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「

こ

の

真

言
の

相
は
一

切

諸
仏
の

所
作
に

も
あ

ら

ず
、

他
を
し

て

作
ら

し

む

る

に

も
あ
ら
ず、

ま
た

随
喜
し

た

ま

わ

ず
。

何
を
も

つ

て

の

故
に

。

こ

の

諸

法
は

法
と

し

て
か

く
の

ご

と

く
な
る

を
も
つ

て

の

故
に

、

も
し

く
は

も
ろ

も
ろ

の

如

来
出
現
し
、

も
し

く
は

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ほ

う

に

も
ろ

も
ろ
の

如
来
出

で

た

ま
わ

ず
と

も
、

諸

法
法
爾
と

し

て

か

く
の

ご

と

く
住
す

。

い

わ

く
も
ろ

も
ろ

の

真
言
は

法
爾
の

故
に
」

と

し

て
い

る
の

で

あ

る
。

　
こ

れ

は
、

法
佛
恒
説
の

所
詮
の

法
の

法
爾
に

つ

い

て

言
わ

れ

た

と

こ

ろ

で

あ
る
が
、

塔
内
の

光

景
と

し

た

現
証
塔
に

つ

い

て
の

金

剛

頂
経

の

文
は

、

龍
猛
菩
薩
誦

伝
の

能
説
の

経
で

あ
る

。

し

た

が
っ

て
「

無
量
の

菩

薩
を
流
出
す
」

「

大
日

仏
を

圍
繞
し

己
っ

て

各
々

本
方

位
に

還
っ

て

五

輪
と

な
っ

て

本
標
幟
を
持
す
」

「

五

解
脱

輪
の

中
に

お
い

て、

一

佛
よ

り
一

佛
に

至
り、

供
養
承
仕

す
」

等
、

す

べ

て

時
間
経
過
に

よ
っ

て

記

載
し

て

い

る
。

法
界
に

於
て

常
恒
普
遍
に

演
説
さ

れ
て

い

る

金
剛
頂
経
十
万
頌

も
、

能
詮
の

経
と

し

て

説
か

れ

る

限

り
時
間
経
過
の

中
で

述
べ

ら
れ
ざ
る

を
得
な
い

。

し
か

し
、

実
際
に

は、

能
詮
の

経
に

説
か

れ

る

と
こ

ろ

も
「

三

時
を

超

え

た

る

如
来
の

日

の

加
持
の

故
の

身
語
意

平
等
句
の

法
門
」

と

し

て

読
み

取
ら

な

け
れ

ば

な

ら
な
い

。

「

三

時
を
超
え
た

る

如
来
の

日
」 、

「

一

時
」

と

読
み

と

る
こ

と

を
「

本
有
に

よ
る
」

と

言
い
、

こ

こ

に

於
て

は

す
べ

て

「

倶
時
」

で

あ
る

。

　
こ

れ

に

対
し
て

時
間
経
過
の

中
で

の

記
述
を
「

次

第
に

約
す
」

と

し

て

い

る
の

で

あ
る

。

次
第
に

約
し
て

述
べ

ら

れ
た

経
を
本
有

に

よ
っ

て

読
む
と
き

、

金
剛

項

現

証
塔
の

文
を
以

て、

塔

内
の

光

景
と

敢
え
て

す
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。

と
こ

ろ

で

「

輪
壇
に

入

る
」

と

は
、

法
爾
の

法

曼
茶
羅

に

入

る
こ

と

で

あ
り、

南
天
の

鉄
塔
に

入

る
と

は、

こ

の

輪
壇
に

入

る

こ

と

で

あ

る
。

龍
猛
菩

薩
が

法

曼

荼
羅
に

入
っ

た
こ

と

が
、

金

剛

薩
垣
か

ら

潅
頂
の

職
位
を

受
け

た
こ

と

で

あ
る
。

塔
内
の

こ

と

は

「

倶

時
」

の

こ

と

で、

法

佛
恒

説

の

法
爾
の

十
万
頌
の

経
は
、

　
　

　
次
に
『

経
』

に

い

わ

く、

「

い

わ
ゆ

る

三

時
を
越

え

た

る

如

来
の

日
、

加

持
の

故
に

身
語

意
平

等
句
の

法
門
な
り

。

時
に

か

の

　
　

菩
薩
に

は

普
賢
を
上

首
と

な

し、

諸

執
金
剛
に

は

秘
密
主
を
上

首
と

な

し
、

踰
臙
轟

肋
如

来
加

持
の

故
に
、

射
鱒
概
鵬
藤
薦
を

　
　
ふ

ん

じ
ん

じ

げ
ん

　
　

奮
迅
示
現
し

、

か

く

の

ご

と

く
の

語
意

平
等
無
尽
荘
厳

蔵
を

奮
迅
示

現

し

た

も
う

。

毘
廬
遮

那
仏
の

身
あ
る
い

は

語
あ

る
い

は

一 42 一

N 工工
一Electronlc 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

CH 工 SAN −KANGAKU −KA 工

弘法大師の 「毘廬舎法界体 性塔 」 と顕密 二 種の 「多宝塔」

　
　

意
よ
り

生
ず
る

に

あ
ら

ず、

一

切

処
に

起
滅
辺

際
不
可
得
な
り

。

し
か

も
毘
廬

遮

那
の
一

切
の

身
業

、

一

切
の

語
業、

一

切
の

　
　

意
業、

一

切

処、

一

切
時
に

有
情
界
に

お
い

て

真

言
道
句
の

法
を
宣
説
し

た

も
う

。

ま
た

執
金
剛

・

普
賢
・

蓮

華
手
菩
薩
等
の

　
　

像
貌

を
現
じ
て
、

普
ね

く
十
方
に

お
い

て

真
言
道

清
浄
句
の

法
を
宣
説
し

た

も
う

。

の

「

一

時
」

に

於
て

誦
伝、

能
詮
の

経
と

し

て

誦
出
さ

れ
た

の

で

あ
る

。

そ

れ

故
に

弘
法
大
師
は、

「

こ

の

経
（

金
剛
項
経
）

お

よ
び

大
日

経
は

、

龍
猛

菩
薩
南
天
鉄
塔
よ
り

誦
出
す
る

と
こ

ろ

の

如
来
秘

密
蔵
の

根
本
な

り
」

と

し、

あ
る
い

は
、

「

妙
雲
開

塔
の

朝、

金

薩

潅
頂
の

時、

三

密
の

秘
蔵
は

大
虚
を
曜
し
、

五

智
の

大

我
は

妙
相
を
湛
え
て

も
っ

て

霊
台
に

座
す
」

等
、

密
教
流
伝
の

根
源
と

し

て

そ

の

著
作
に

多
く
記

す
る

と
こ

ろ

で

あ
る

。

　

南
天
の

鉄
塔
は
、

法

界
宮

殿
毘
廬
遮

那
現
証
卒
都
波
で

あ
り
、

大
日

如
来
の

法

性
塔
す
な
わ
ち

、

毘
廬
遮

那
法
界
体
性
塔
で

あ
る

。

如
来
秘
密
蔵
の

根
本
で

あ
る

法
界
体

性
塔
が

、

後
に

根
本
大
塔
と

稱
さ
れ

た
と

こ

ろ
で

あ
っ

て、

弘

法
大

師
創
建
大
塔
が

南
天

鉄

塔

に

擬
し

た

と

伝
承
の

あ
る
の

は
、

こ

れ
に

起
因
す
る

と

す
れ
ば

首
肯
出

来
る
と

こ

ろ

で

あ

り、

南
天
鉄
塔
の

塔
の

形

を
写
し

た

と

い

う
こ

と

で

は

な
い

。

　

久

米
寺
の

塔
は、

方
三

間
で

あ

り
な
が

ら
、

方
五

間
の

塔
に

匹
敵
す
る
巨
大
な

塔

で

あ
っ

た
。

こ

の

塔
は
、

高
さ

入

丈
で

南

天
鉄

塔
の

半
分
を

移
し
た
と

久

米
寺
流

記
が

伝
え
て

い

る
。

こ

れ

は

南
天
鉄
塔
が

十

六

丈
で

あ
っ

た

と

い

う
伝
承
が

あ
っ

た

わ
け

で

は

な

く
、

む

し

ろ

高
野
山
大
塔
の

南
天

鉄
塔

説
か
ら

逆
に

南
天

鉄
塔
の

高
さ

を
十

六

丈
と

し

た

も
の

で

あ
ろ

う
。

し
か

し、

久

米
寺
の

塔

は
、

大
師
大
日

経
感
得
と

伝
え
る
に

ふ

さ
わ
し
い

巨
塔
で

あ
っ

た
の

で

あ
る

。

　
さ
て

南
天

鉄
塔
が

事
塔
か

理

塔
か

が

近

年
ま

で
一

つ

の

問
題
で

あ
っ

た
。

（

十
二
）

　
し

か

し
、

大
師

が、

特
に

設
け

た

問
答
決
疑

の

法
界
宮
殿
毘
廬
遮

那
如

来
現
証
卒
都
婆
に

よ

り
既

に

決
し

て

い

る
こ

と

で

あ
り

、

今
ま
た

、

現

証
塔
に

つ

い

て
、

い

さ
さ
か

こ

れ

を
明
ら
か

に

し
た

の

で

理

塔
で

あ

る

こ

と

は

更
に

明

確
に

な
っ

た

と

思
う

。

　
栂
尾
祥
雲
博
士

が
、

大
正
十

三

年
に

、

ア
マ

ラ

ヴ

ア

テ
ィ

の

大
塔
の

塔

跡

を

調
査
し、

こ

の

塔
が

南
天

鉄
塔
と

の

考
証
を
発
表
さ
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れ

て
い

る

こ

と

は
、

畏

敬
す
べ

き
こ

と

で

あ
る
が
、

理

塔
で
あ

る
こ

と

は
、

広

付
法
伝
に

よ
っ

て

明
了
で

動
か

し
よ
う
も
な
い

こ

と

で

あ
る

。

鉄

塔
相
承

が
、

伝
え
ら

れ
た

時、

誰
し

も
が
、

或
る

塔

を
そ

れ

と

思
い

合
わ
せ

る

塔
が

い

く
つ

か

あ
っ

た

と
し

て

も
不

思

議
で

は

な
い

。

そ

れ

は
モ

デ
ル

と

し

て
、

一

つ

の

標
幟
と

し
て

見

る
べ

き

で

あ
っ

て、

鉄

塔

で

あ
る

こ

と

も、

鋳
造
の

巨
塔
が

実

在

し

な
い

が

故
に

、

鉄
塔
相
承
の

説
か

れ

た

と

こ

ろ
が

直
ち

に

理

解

さ

れ

た

筈
で

あ

る
。

い

ず
れ
に

し

て

も
「

機
に

あ
ら

ざ

れ
ば

伝
わ

ら

ず
。

」

と

す
べ

き
で

あ
ろ
う

。

　

秘
密

曼
荼
羅
で

あ
る

法

爾
の

法
は、

能
詮
の

経
と

し
て

流
伝
し

た

が、

こ

れ

は

行
法
と

し

て

修
さ

れ
な

け

れ

ば
な
ら

な
い

。

行
法

に

よ
っ

て

果
法
が

あ
る

。

　

弘
法
大
師
が
、

こ

の

行

法
が

顕
密
の

相
違
す
る

と

こ

ろ
と

し

て
こ

れ

を
説
い

た

も
の

に

「

勧
縁
の

疏
」

と

伝
教
大
師
へ

宛
て

た

と

す
る

書
翰
と

が

あ
る

。

一

つ

は
、

密
教
の

経
典
は

書
写
読
誦
だ

け

で

な
く

、

如

説
修
業、

如

理

思

惟
す
る

こ

と

に

よ
っ

て

三
僧
祗
を

経
ず
し

て

の

即
身
成
佛
を
鮮
明

に

し、

他
は

「

秘
蔵
の

興
廃
汝

と

我
に

在
り

」

と

し
、

そ

れ

に

は

如
法
の

伝
受
が

な
け

れ

ば
な
ら

ず、

加

法
に

信
修
さ

れ

る

な
ら
ば、

男
女
を

論
ぜ

ず、

貴
賎
を
簡
ば

ず

そ
の

器

な
り

と

し

て

い

る
の

で

あ
る

。

　

今
、

大
塔
の

建
立

を、

弘

法
大
師
の

行
法、

果
法
と

し

て

晃

て
い

く
に

当
た

り
、

曼
荼
羅
を、

法
爾、

綵
画、

行
法
の

曼
荼
羅
と

し

て

表
示
し

よ

う
。

「

即
身
義
」

に
、

「

金

鰯
頂
経
」

の

次
の

文

を
引
い

て

い

る
。

　

「

四
種
曼
荼
羅
と

は、

一

に

は

大

曼
荼
羅、

い

わ

く
一
一

の

仏

菩

薩
の

梱
好
の

身
な
り

。

ま
た

そ
の

形

像
を
綵
画
す
る

を
大

曼
蓄

羅

と

名
つ

く
。

ま

た

五

相
を
以

て

本
尊
の

瑜
伽
を
成

ず
る
な
り

。

ま
た
大
智
印
と

名
つ

く
。

二

に

は

三
昧
耶
曼
茶
羅

、

す
な
わ
ち

所

持
の

標
幟、

刀

剣
、

輪
宝、

金

剛
、

蓮

華
等
の

類
こ

れ

な
り

。

も
し

そ
の

像
を

画
す
る

ま

た
こ

れ
な
り

。

ま

た

二

手
を
も
つ

て

和
合

　
　
こ

ん
こ

う
ば

く

し
、

金

剛
縛
よ

り

発
生

し

て

印

を
成
ず
る
こ

れ

な
り

、

ま

た

三

昧
耶

智
印
と

名
つ

く
。

三
に

は

法
曼
荼
羅、

本
尊
の

種

子

真
言
な
り

。

も

し
そ
の

種
子
の

字
を
各
々

の

本
位
に

書
く、

こ

れ

な

り
。

ま

た

法
身
の

三
摩
地
お

よ

び
一

切
の

契
経
の

文
義
等
み

な
こ

れ

な
り

。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
ね

つ

ま
た

法
智
印
と

名
つ

く
。

四
に

は

羯
磨
曼

荼
羅

、

す
な
わ

ち
諸
仏
菩
薩
等
の

種
々

の

威
儀
事
業、

も
し

は

鋳、

も
し
は

捏
等
ま
た

こ
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即
ち
　 、

れ
な

り
　 9

ま

た

羯
磨
智
印
と

名
つ

く
。

」

法

爾
の

曼
荼

羅

綵
画
造

作
の

曼
荼
羅

行
法
の

曼
荼
羅

大
曼
荼
羅、

い

わ

く
一
一

の

仏
菩

薩

の

相
好

の

身

そ
の

形

像
を
綵
画
す
る

を
大
曼
茶
羅

と
名
つ

く
。

五

稲
を
も
っ

て

本
尊
の

瑜
伽
を
成
ず

る

な
り

、

ま
た

大

智
印

と

名
ず
く

三

昧
耶
曼
茶
羅

、

す
な
わ
ち

所
持
の

標
幟、

刀

剣
、

輪
宝

、

金
剛、

蓮
華

等
の

類

そ
の

像
を

画
す
る

ま

た

こ

れ
な
り

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

ん
こ

う
ば

く

二

手
を
も
っ

て

和
合
し

、

金

嬲
縛
よ

り

発
生
し

て

印
を
成
ず
る

。

ま
た

三

昧
耶
智
印
と

名
ず
く

法
曼
荼
羅、

本
尊
の

種
子
真
言
な

り
。

そ
の

種
子
の

字
を

各
々

の

本
位
に

書

く
。

法
身
の

三

摩
地

お

よ
び
一

切
の

契
経

の

文
義
等
　
ま

た

法
智
印
と

名
ず
く

羯

磨
曼
荼
羅

、

す
な
わ
ち

諸
仏
菩

薩

等
の

種
々

の

威
儀
事
業

。

鋳、

も
し

は

捏
等
ま
た
こ

れ
な
り

。

ま
た

羯
磨
印
と

名

ず
く

　
綵

画
造
作
の

雙
荼
羅
は

、

能
詮
の

経
に

よ
っ

て

行
法
の

た
め

に

造
ら
れ
た

も
の

で

あ
る

。

法
爾
の

曼
荼
羅
は

如

来
の

三

密
で

あ
り、

行
法
の

曼
荼
羅
は

、

行
者
の

三

密
が

如

来
の

三

密
と

輯
応
す
る
三

密
加

持
で

あ
る

。

　
　
　
三

密
と

は
一

に

は
身

密
、

二

に

は

語
密

、

三

に

は

心

密
な
り

。

法
仏
の

三
密
は

甚
深

微
細
に

し

て

等
覚
十
地
も
見
聞
す
る
こ

　
　
と

能
わ

ず
、

故
に

密
と

い

う
。

　一
一

の

尊
等
し

く

刹
塵
の

三

密
を
具
し

て

互
相
に

加
入
し
、

彼
此
摂
持
せ

り
。

衆
生

の

三

密
も
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い

ん
げ
い

　
　
ま

た

ま
た

か

く
の

ご

と
し

。

故
に

三

密
加
持
と

名
つ

く
。

も
し

真
言
行

人

あ
つ

て
こ

の

義
を
観
察
し
て
、

手
に

印
契
を

作
し、

　
　
口

に

真
言
を

誦
じ
、

心
三

摩
地
に

住
す
れ

ば
、

三

密
相
応
し

て

加
持
す

る

が

故
に、

早
く
大
悉
地

を
得

。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
む

ね

　
　
　

「

こ

の

毘
廬

遮
那
仏
の

三

字
の

密
言
共
に

＝
子

に

し
て

無
量
な
り

。

ま

さ

に

印
・

密

言
を
も
つ

て

心

を
印

す
れ
ば
、

鏡
智
を

　
　
成
じ

て

速

に

菩
提
心
金
剛

堅

固
の

体
を
う

。

額
を
印

す
れ
ば

ま

さ

に

知

る
べ

し
、

平
等
性
智
を
成

じ

て

速
に

潅
頂
地
の

福
聚
荘

　
　
厳
の

身
を

う
。

密
語
を
も

て
口

を
印

す
る
と

き、

妙

観

察
智
を
成
じ

て

す
な

わ

ち

よ
く
法
輪
を

転
じ

て

仏
の

智
慧
身
を
得

。

密

　
　
言
を

誦
じ

て

頂
を
印
す
れ

ば、

成
処

作
智
を
成
じ

て

仏
の

変

化
身
を
証
し
、

よ
く
難
調
の

者
を
伏
す

。

こ

の

印
密
言
に

よ
つ

て

　
　
自

身
を

加
持
す
れ

ば
、

法
界
体

性
智
毘
廬
遮

那
仏
の

虚
空

法

界
の

身
を
成
ず
」

　
弘
法
大
師
は
、

大

師
の

行
法
に

よ
っ

て
、

自
身
に

成

ず
る

と
こ

ろ

の
、

こ

の

法
界
体
性
毘
廬
遮
那

佛

虚
空
法
界
身
を、

毘
廬

遮

那

法
界
体
性
塔
と

し
て、

二

度
の

結
界
に

よ

り

都
大
道

場
法
壇
を
建

立
し

、

こ

の

大

曼
荼

羅
の

上
に
、

法

界
塔

婆
で

あ
り

大
師
の

心

塔

で

あ
る

二

基
の

大
塔
を
建
立
し

よ
う
と

す
る

も
の

で

あ
っ

た
。

壇
場
に

は
、

三

宝
で

あ
る
一

切

十

方
法

界
の

諸

佛
世

尊
と

般
若
波

羅

密
多
と

諸
の

菩

薩
衆
の

諸
の

徒

衆
を
領
す
る

と

が

供
養
さ

れ
た

。

大
塔
建
立

は

高
野

開

創
の

第
一

義
で

あ
り、

一

切
秘
密
法
蔵
難
思

議
法
門
の

決
定
で

あ
っ

た

か

ら
、

講
堂
の

建
立

が

大
体
に

な
っ

た

と

思
わ

れ

る

弘

仁

十
一

年
六

月
一

日

大
塔
心

柱
が

虎
峰
に

於
て

伐

ら

れ、

六

月
二

十

八

日

に

は

壇
上
に

搬
入

さ

れ
た

の

で

あ
る

。

　
な

お、

大
塔
が

金
剛
界
曼
荼
羅
の

大
日

如

来
の

標

幟
を

像
っ

た

と

す
る
こ

と

に

つ

い

て

は
、

綵
画
の

曼
荼
羅
が

行
法
の

た
め

に

綵

画
さ

れ

た

も
の

で

あ
る
か

ら
、

単
に

図
絵
の

曼
荼
羅
の

塔
を

像
っ

て

建
築
し

た

も
の

で

は

な
い

こ

と

は
、

大

師
が

自
身
に

成
じ
た

「

法

界
体
性
毘
廬
遮

那
佛
虚
空
法
界
身
の

建

立
」

に

よ
っ

て

知

り

得
よ

う
。

人
迹
な
お

極
め

て

稀
な

高
野

山

上
に

十

六

大
菩
薩
生

の

十
六

丈
を
以

て

荘
大
な

大
塔
と

し
た
こ

と

も
、

こ

れ

に

よ
っ

て

推
測
さ

れ

る

と
こ

ろ
で

あ
る

。

　

大
塔
は、

弘
法
大
師
の

行

法
と

し

て

建

立

さ

れ

た

塔
で

あ
り、

果
法
の

塔
で

あ
る

。

果
法

は

大
師
の

言
う
「

法
爾
の

荘
厳
が

割
然

と

し

て

円
に

現
じ

本
有
の

万

法、

森

羅
と

し

て

頓
証
し

た
」

と

こ

ろ

の

も
の

で

あ
る

。

こ

の

果
法
を

、

大
師
の

誓
願
の

系

譜
を
た

ど
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っ

て

明

ら
か

に

し

た
い

。

　

高
野
開
創
の

最

初
の

結

界
に

当
た
っ

て

　

　
　

「

そ
れ
有
形

有
識
は
必

ず
仏

性
を
具
す

。

仏

性、

法
性
は

法
界
に

遍
じ

て

不
二

な

り
。

自
身
他
身
は
一

如

と

与
ん

じ

て

平

等

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

う

て
な

　

　

な
り

。

こ

れ
を

覚
る
も
の

は
つ

ね
に

五

智
の

台
に

遊
び

、

こ

れ
に

迷
う

も

の

は
つ

ね
に

三

界
の

泥
に

沈
む

。

こ

の

故
に

大

悲
大

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

か
ん

が

　

　

日

如

来
、

ひ

と

り

三

昧
耶
の

妙
趣
を

鑒
み

て
、

六

趣
の

塗
炭
を

悲
歎
し

た

も
う

。

」

と
、

大
日

如

来
の

大
悲
の

由
っ

て

来
る

と

こ

ろ

を
こ

う
啓
白
さ

れ
た

。

密
教
の

相
承
者
と

し

て

の

大
師
は
、

ま
た

大

日

如

来
の

大
悲

を

嫡
々

に

相
承
さ

れ
た
の

で

あ
る

。

（

十
三
）

大
師
の

群
生

の

抜
苦

与
楽
の

誓
願
は

恵
果
和
尚
の

付
法
に

発
し

（

十
四
）

、

生

涯
を
貫

か

れ、

し
か

も
「

虚
空
尽
き
衆
生
尽
き
な
ば

我
が

願
い

も
尽
き
な
ん
」

と

さ

れ

た

も
の

で

あ
る

。

顕
教
に

お
い

て

も
衆
生
抜

済
は
い

う
と

こ

ろ
で

あ
る

が
、

大
師
の

そ
れ
は

大
日

如
来
の

大
悲
悲
愍
し

た

も
う
と
こ

ろ
に

よ
り、

如
実
智
の

法

雷
、

法
界
の

殿
に

震
っ

て

伝
え
た

と

こ

ろ
の

秘
密
の

曼
荼
に

よ

る

抜
苦
与
楽
の

誓
願
で

あ

る
。

　

師
恵
果
和
尚
が、

早

く

郷
国
に

帰
っ

て
、

密

蔵
を
天

下
に

流
布

せ

よ
と

し

た

と
こ

ろ
の

も
の

も
「

蒼
生

の

福
を

増
せ
」

で

あ
っ

た
。

　

か

く
し

て

帰
朝
さ

れ
た

大
師
が

、

帰
朝
の

翌

年
大
同
二

年
　
田

小

武
（

太

宰
府
次
官
）

の

先

妣
の

追
善
を
修
し
た

願
文
に

於
て
、

「

こ

の

徳

海
を
傾
け
て

筅
魂
を
潤
洗
せ

ん
」

と

法

要
の

趣

旨
を

述
べ

た

後
に
、

「

五

類
の

提
婆
十
方
の

数
生

に

　
同
じ

く
一

如

の

宮

殿

に

遊
ば

ん
」

と

法
要
の

功
徳
の

更
に

十
方
の

数
生
に

及
ぶ

こ

と

を
祈
念
し
て

い

る
の

で

あ

る
。

弘
仁
六
年、

式
部
笠

仲
守
が

先
考
の

追
薦
の

た

め

懇
田
一

町
を
施
入

し
た

折
り

の

願
文
に

於
て

も

　

　
　

謹
ん

で

弘

仁
六

年
十
月
十
五

日

を
以
て

懇
田
一

町
永
く
燈
分

料
に

奉
る

。

慧
燈
星
の

ご

と
く
に

懸

け

て

癡
暗
雲
の

ご

と

く
に

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
か

が

や
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
よ

　
　

　
　

　
　

　

　
　
た

す
　

　
　

　

　
　

　
か
く

お
ん

　

　
巻
か

ん
。

智
光
月
を
朗
か

に

し

て

覚
威
日

を
赫
か

さ

ん
。

伏
し
て

乞
ふ
、

こ

の

善
業
に

籍
り
て

四
恩
を
翊

け
奉
り

、

覚
苑
を

優

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

て

い

り

　
び

く
ん

　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

か
ん

が

　

　
遊
し
て

禅
林
に

放
昿
せ

ん
。

毛
鱗
角
冠、

蹄
履
尾

裙
、

有
情
非

情、

動
物
植
物

、

同
じ

く
平
等
の

仏

性
を
鑒
み

て
、

忽
ち
に

不

　

　
　
　
だ
い

え

ん

　

　
二

の

大
衍
を

証
せ

ん
。
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と
、

祈
願
の

主

旨
を
述
べ

終

わ
っ

た

後
に
、

毛

鱗
角
冠

、

蹄
履
尾
桾、

有

情
非
情

、

動
物
植
物、

と、

た
だ

有
情
非

情
と

す
る
の

で

は

な
く、

四
恩
の
一

々

を

具
体
的
に

列

挙
し
て
い

る

の

で

あ
る

。

「

菅
平

章
事
の

為
の

祭
文
」

に

も

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
せ

ん

こ
う
　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　

　

は
ら

　

　

　
　
ば
う

げ
き

ま

　
　

く

だ
　

　

　

ぎ
ょ

く
ば

ん

れ
い

れ
い

　

　

　
　
　
　

ほ

う
が
い

さ

つ

し

　
　
　
こ

こ

に

す
な
わ
ち
、

海
冒
の

慈
悲、

山

毫
の

光

曜、

刀
剣
智
を

孕
み
、

矛
戟
魔
を

摧
く

。

玉

幡
玲

玲
と

し

て

宝

蓋

颯

縄
た

　
　
　

　
　
　

　
　

ひ

る
が

　
　

　

　
　

　
　

　
せ

ん
や

き

　
　
り

。

こ

の

徳
海
を

翻
し

て

四
恩
を
洗

滌
せ

ん
。

三

障
霧
の

ご

と

く

に

巻
き、

四

智
月
の

ご

と

く
に

朗
か

な
ら
ん

。

溺

海
を
超
越

　
　
　

　
　
　

　
　
の

ぼ
　

　

よ
　

　
　
　

　

　

　
　
　

う
つ

た
ん

　

　

　

　
　

き
か

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　
い

の

ち

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　
ま

と

　

　

こ

　
　
し

て、

宝

岸
に

躋
り
攀
ち

ん
。

国
は

鬱
単

よ
り
も
隆
ん

に
、

人

は

非

想
よ
り

も

寿
な
が

か

ら

ん
。

九

野
を

絡
ひ

幕
め

、

十

方
を

　
　
　

　
　
　

　
ひ

ぜ

ん

ど
う

ば
う

り
ん

が

か

く

　
　
　

　
　
　
け

ん

　
　
牢

籠
し
て

環
飛

蠕
動
毛
鱗
牙
角
共
に

平
等
の

智
水
に

沐
し

て

不
染
の

蓮
蔵
に

優
遊
せ

ん
。

　

環
飛

蠕
動

、

毛
鱗
牙
角、

と

列

挙
し

て

い

る
。

こ

れ
は

大
師
生
涯
の

願
文
に

通
じ

て

見
ら

れ
る
と

こ

ろ
で、

願
文
だ
け

で

な
く

、

密

教
弘

通
の

た
め

の

経
典
の

書
写
を
依
頼
し

た

も
の

で

あ
る

「

勧
縁

疏
」

に

お
い

て

も
、

そ
の

末
尾
に

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

け
ん

ひ

ぜ

ん
ど

う

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
こ

い

ね

が
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

ほ
が

ら

　
　
　

「

六

道
四
生

は

み

な
こ

れ
父
母
な
り

。

環
飛

蠕
動
仏

性
に

あ
ら
ざ
る
こ

と

な
し

。

庶
わ

く
は

無

垢
の

眼
を
豁
か

に

し

て

三

密

　
　

み

な
も
と

　
　
の

源
を

照
し、

有
執
の

縛
を

断
じ
て

五

智
の

観
に

遊
ば

し

め
ん

。

」

と
、

書
き
加
え

て
い

る
。

否、

決
し

て

書
き

加
え

て
い

る
の

で

は

な

く、

こ

れ

こ

そ

密
教
の

要
諦

を

示

し

て

い

る
の

で

あ
る

。

「

三

僧

祗
を
経
ず
し

て

父
母

所
生
の

身
に

十

地
の

位
を
超
越
し

て

心

仏
に

証
入
せ

ん
」

と

す
る
所
は、

環
飛

蠕
動
に

及
ぶ

の

で

あ
る

。

環
飛

蠕
動
を
平
等
と

見
る

の

は
、

た

だ

理

と

し
て

で

は

な

く、

「

大
日

如
来
の

三

昧
耶
の

妙
趣

に

鑒
る

」

と
こ

ろ

な
く
し
て

は

不
可

能
な
の

で

あ
る

。

　
こ

れ

に

よ
っ

て
、

密
蔵
の

弘

揚
と

群
生
の

抜
済
と

は

表
裏
一

体
の

も
の

で

あ
る
の

が

明

ら
か

で

あ
る

。

　

高
野
山
建
立
初

結
界
於
て

「

今、

上

は

諸
仏
の

恩
を
報
じ

て
、

密
教
を

弘
揚
し
、

下

は

五

類
の

天
威
を
増
し
て

、

群
生

を
抜
済
せ

ん

が

た

め

に
、

も
っ

ぱ
ら

金
剛
秘
密
乗
に

よ
っ

て
、

両
部

曼
荼
羅
を
建
立
せ

ん

と

欲

う
」

と

啓
白
さ

れ
た

の

で

あ
る

。

両
部
大
曼
荼

羅
の

建
立
が

群
生

抜
済
で

あ

り、

そ
れ

は

金
鬪
秘
密
乗
に

よ
ら
な
け
れ
ば

な
ら

な
い

。

高
野
開
創
が

群
生

抜
済
そ
の

も
の

に

あ

る
の

で

あ
る

。
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「

勧
進
し

て

佛
塔
を

作
り

奉
る

知
識
の

書
」

は

　
　
　

そ
れ
諸
仏
の

事
業
は

大

慈
を
も
つ

て

先
と

し
、

菩
薩
の

行
願
は

大
悲
を
も
つ

て

本
と

す
。

慈
よ

く
楽
を
与
え
、

悲

よ

く
苦

を

　
　

抜
く

。

抜
苦
与
楽
の

基、

人
に

正

路

を
示
す
こ

れ
な
り

。

い

わ

ゆ
る

正

路

に

二

種
あ
り、

一

に

は

定
慧
門、

二

に

は

福
徳
門
な

　
　

り
。

定
恵
は

正

法
を
開
き

、

禅
定
を
修
す
る

を

も
つ

て

旨
と

す
。

福
徳
は

仏

塔
を
建
て
、

仏
像
を

造
る

を
も
つ

て

要
と

す
。

三

　
　

世
の

諸
仏
、

十
方
の

薩
堙、

み

な
こ

の

福
智
を

営
み

て

仏
果
を

円
満
す

。

　
　
　

　
　
　

し

き
り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

び

　
る

し
ゃ

な

　
　
　

こ

の

故
に

比
の

年
、

四
恩
を

抜
済
し
、

二

利
を
具
足
せ

ん

が

た

め

に
、

金
剛

峯
寺
に

し

て

毘
廬
遮

那
法
界
体
性
の

塔
二

基、

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ま

ん

だ
　
ら

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
つ

　
　

お

よ
び

胎

蔵
金

剛
界
両
部
曼
荼
羅
を
建

て

奉
る

。

し

か

も
今、

工

夫
数
多
く
し

て

粮
食

給
き
が

た

し
。

今
思

わ
く、

も
ろ

も
ろ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
く

こ
う

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
な
か

　
　
の

貴
賎
四

衆
と
こ

の

功
業
を
同
じ
く
せ

ん
。

一

塵
大
嶽
を
崇
く
し、

一

滴
広
海
を
深
く

す
る

所
以
は
、

心

を
同
じ

く
し

力
を

勠

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

だ
ん

お
つ

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

あ
い

す
く

　
　

す
る

が

致

す
と
こ

ろ

な

り
。

伏
し
て

乞
う、

も
ろ
も
ろ

の

檀
越

等、

お
の

お

の
一

銭
一

粒
の

物
を
添
え

て

こ

の

功
徳
を

相
済
え

。

　
　
し

か

れ
ば

営
む

と
こ

ろ
の

事
業

不
日

に

し
て

成
り、

所
生

の

功
徳
万

劫
に

し

て

広

か

ら

ん
。

四
恩
は

現
当
の

徳
に

飽
き

、

五

類

　
　
　

　
　
　

　

ゆ
た

か

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
さ

と

　
　

　
　
　

ひ

と

　
　
は

幽
顕
の

福
を
饒
に

せ

ん
。

同
じ
く
無
明
の

郷
を
脱
し

斉
し

く
大
日

の

殿
に

遊

ば

ん
。

敬
つ

て

勧
む

。

」

　

大
塔
は
、

大
師
が

四

恩
を

抜
済
し
、

二

利
を
具
足
す
る

た
め

に

建
立

さ

れ
た

。

人
に
、

福
徳、

定
慧
二

門
を
も
っ

て

正
路
を
示
す

塔
で

あ
り
又、

と

り

も
な
お
さ

ず、

諸
仏
の

事
業、

菩
薩
の

行

願
の

具
体
で

あ
る
こ

と

が

明

ら
か

で

あ
る

。

か
か

る

塔
と

し

て

建
立

し

得
る

所
の

も
の

は
、

大
師
の

行
法
に

よ
る
も
の

で

あ
り、

こ

の

故
に

建
立

さ

れ

た

塔、

毘
廬
遮

那
法
界
体
性
塔

は

大
師
妙
行
の

句、

果
法
の

塔
で

あ
る

。

　

天
朝
九

年、

初
め

て

の

萬
灯
萬
華
会
が

高
野
山

に
て

勤
修
さ

れ、

両
部
大
曼
荼
羅、

四

種
智
印
に

奉
献
さ
れ
た

。

　

四
種
智
印
も
現
証
塔
た

る
毘
廬
遮

那
法
界
体
性
塔
で

あ
る

。

　
　
　
つ

つ

し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

さ
さ

　
　
　

恭
ん

で

聞
く

、

黒
暗
は

生
死
の

源
、

遍

明

は

円
寂
の

本
な
り

。

そ

の

元
始
を
原
ぬ

れ

ば

お

の

お

の

因

縁
あ
り

。

日

燈
空
に

摯

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

か

ん

　
　
か

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

ん

が

　
　

げ
て

唯
一

天
の

暗
を
除
き、

月
鏡

漢
に

懸
け
て

誰
か

三

千
の

明

を
な
さ
ん

。

大
日

遍
ね

く
法
界
を
照
し
、

智
鏡
高
く
霊
台
に

鑑
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さ

わ
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お

も

　
　

み

る

が

こ

と

き
に

至
つ

て

は、

内
外
の

障
り
こ

と

ご

と

く
除
い

て
、

自

他
の

光
普
ね
く
挙
ぐ

。

か
の

光

を

取
ら

ん

と

欲
わ

ぱ
、

　

何
ぞ

仰
止
せ

ざ

ら

ん
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
い

さ

さ

　

　
　
こ

こ

に

空

海
、

も
ろ

も
ろ

の

金
鰯
子
等
と

金

剛
峯
寺
に

於
て
、

聊
か

万
燈
万
花
の

会
を

設
け
て
、

両
部

曼
荼
羅、

四
種
の

智

　

　
　
　
ぷ

こ

ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ

　
　

印
に

奉
獻
す

。

期

す
る
と

こ

ろ

は

毎
年
一

度
こ

の

事
を

設
け

奉
つ

て
、

四
恩
に

答
え

奉
ら

ん
。

虚
空
尽
き、

衆
生

尽
き

、

涅
槃

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
そ

び
　
　

　

　

　
　
　

　

　

ほ

う
ろ

う
　

　

　

　
　
　
み

　
　
ぎ
ょ

く

こ
う

　

　
尽

き

な
ぱ
、

我
が

願
い

も
尽
き
ん

。

し
か

れ

ば

す
な
わ

ち、

金

峯
高
く

聟
え

て

安
明

の

培
樓
を
下
し

睨
、

玉

毫

光
を
放
つ

て

た

　

　
　
　

　

ぼ
ん
し
ゃ

く
　

か

く
じ
つ

　
　

け

　

　

　

　
　

ら
ん

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　
ひ

る

が
え

　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

し

つ

た

　
　
　

　

　

　
え
み

　

　
ち

ま
ち

に

梵

釈
の

嚇
日

を
滅
さ

ん
。

濫
字
の
一

炎
た

ち

ま
ち

に

法
界
に

飄
つ

て

病
を
除
き、

質
多
の

萬
華
咲
を
含
ん

で

諸
尊
眼

　

　
を
開
か

ん
。

大
師
が

誦
す
る

誓
願
の

文
は
、

大
塔
が

発
す
る
声
の

よ
う
に

風

鐸
の

響
き
の

中
に

　

　
　
仰
ぎ

願
わ

く
は、

こ

の

光
業
に

よ
つ

て

自

他
を

抜
済
せ

ん
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
う

ば
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
し

ょ

う
ご
ん

　

　
　
無
明

の

他
た
ち

ま
ち

に

自
明
に

帰
し
、

本

覚
の

自
た

ち
ま

ち

に

他
身
を

奪
わ
ん

。

無
尽
の

荘

厳、

大
日

の

恵
光
を
放
つ

て、

　

　
せ

つ

じ
ん

　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
そ
ら

　
　
は

ら

　

　
刹
塵
の

智
印

朗
月
の

定
照
を
発
せ

ん
。

六

大
の

遍
ず
る
と
こ

ろ
、

五

智
の

含
す
る
と

こ

ろ、

虚
を
排
い

地
に

沈
み
、

水
を
流
し

　

　
林
に

遊
ぶ

も
の

、

撼
べ

て

こ

れ

我
が

四

恩

な

り
。

同
じ
く
共
に
一

覚
に

入

ら

ん
。

と
、

法
界
に

限
り

な
く
鴫
り

渡
る
の

を
聞
く
思
い

が

す
る

。

　
金

峯
高
く
聲
え
る

大

塔
は

玉

毫
に

放
つ

光
り
に
、

定

慧
橿
徳
の

正
路
を
示
し
て
、

安
明

の

培
樓
を
下

し

見
て

建
て

ば
、

こ

れ

を
一

礼
一

瞻
す
る

も
の

は、

慧
剣
縛
を

断
っ

て
、

若
し
く
は

智
、

若
し

く
は

讃、

智
宝

福
を
与
う
る

功
徳
聚
で

あ
る

。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
も
と

　

　
　
衆
宝
の

心

殿
は

高
広
に

し

て

無
辺

な
り

。

光

明

の

日

宮
は

遍
ぜ

ず
と
い

う
と

こ

ろ
な
し

。

真
言
の

大
我
は

本
よ
り

心

蓮
に

住

　

　
　
　
じ
ん

ゆ
や

　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　

　
し

、

塵

沙
の

心

数
は
自
ら

覚
月
に

居

す
。

三

等
の

法
門

は

仏
B
に

住
し

て

常
に

転
じ、

秘
密
の

加
持
は

機
水
に

応
じ

て

断
ぜ

ず
。

　

　
法
性
の

身
塔
奇
な
る
か

な、

大
な
る

か

な
。

　

甕
え
た
つ

十
六
丈
の

こ

の

大
い

な
る

大
塔
は

「

一

た
び

観
一

た
び

礼
す
る
も
の

は

罪
を
消
し
、

福
を

積
む
」

（

十
五
）

　
恵

果
和
尚
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伝
燈
の

大
塔

で

あ

る
。

付
記

　
−
夫
塔
の

「

多

宝
塔
」

と

い

う
呼
称
に

つ

い

て

ー

　

高
野
山

大
塔
を
起

源
と

し

て

多
宝
塔
の

名
称
が

起
こ
っ

た
。

法
華
経
宝
塔
品
に

由
来
す
る

も
の

で

は
な
い

。

假
に

高
十
六

丈
。

一

層
之

勢
寔
勝
数
重
塔

。

と
し

た

康
和

再
建
の

塔
に

涌
現
の

大
塔
を
眼
前
に

す
る
感

歎
を
以
て

し
た

と

し
て

も、

大
師
誓

願
の

大
塔
を

建
造
の

上
で

も
忠
実
に

再
現
し

た

康
和
の

大
塔
に

於
て
、

そ

の

理

念
を
よ
そ
に

し

て
、

宝
塔
品
の

多
宝
を
以
て

こ

れ
に

当
て

る
こ

と

は

あ
り
得
な
い

。

　

法
華
経
の

塔
に

二

種
あ
る

。

そ
の

第
一

は

舎
利
塔
を
排
し

て
の

経
塔
で
、

法
華
経
が

起

塔
の

功
徳
を
説
く
塔
が

こ

れ

で

あ
る

。

第

二

が

後
世
多
宝
塔
と

称
さ

れ
る

見
宝

塔
品
の

塔
で

あ
る

。

法

華
経

の

中
に

は

第
一

第
二

何
れ

の

塔
を
も
多
宝
塔
と

呼
称
し

て

い

な
い

。

伝
教
大
師
の

起
塔
は

第
一

の

塔
で

あ
っ

て

第
二

の

塔
で

は

な
い

。

伝
教
大
師
が

自
ら

六

処
宝

塔
を
多
宝
塔
と

称
し

た

と

す
れ
ば
、

そ

れ
は

第
一

の

塔
に

対
す
る
も
の

で

あ
っ

て
、

見
宝

塔
品
の

塔
と

は

無

縁
で

あ
る

。

第
一

の

塔

を

美
称
し

て

多
宝

と

し

た

も
の

で

あ
る

。

　

根
本
大
塔
を
多
宝
塔
と

し
た

こ

と
は
、

宝
塔
の

更
な
る

美
称
に

と
ど
ま
る

も
の

で

は

な
い

。

　

既
に

壇
上
結
界
に

於
て

「

有
情
を

繞
益
」

す
る

た
め

に

南
方
宝
部
金

剛
軍
茶
利
菩
薩
の

法

に

帰
命
し

て

修
法
し、

そ
の

証
成
を、

三

部
果
徳
の

尊
で

あ
る

金
剛
蔵
王
菩

薩
を
は

じ

め

と
す
る

聖
衆
に

祈
念
し
た
の

で

あ
る

。

宝
部
は

能

断
で、

有
為

有
漏
の

貧
困
を
断

じ、

よ

く
無
尽
荘
厳
の

庫
蔵
を
得
る

と
こ

ろ

で

あ
る

。

そ
れ

故
に
、

弘

法
大

師
果
法
の

塔
で

あ
る
四

種

曼
荼
羅
身
の

大
塔
を

多
宝
塔

と

称
す
る

所
以

を
次
の

金
剛
般
若
纏
密
経

解
題
の

「

福
徳
甚
だ

多
し

」

等
を

釈
し

た

文
で

も
そ
の
一

端
を
知
る
こ

と

が

で

き
よ

う
。

「

福
徳
と

は

す
な

わ

ち

四
種
法

身
の

相
好
、

四

種

曼
荼
羅
身
の

相
好
等
皆

福
聚
と
い

う
ご

と

し
」

と
。

根
本
大
塔
は

無
尽
荘
厳
の

庫

倉、

福
聚
多
宝
の

四
種
曼
荼
羅
身
に

ほ
か

な
ら

な
い

。
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層塔相輪

珠

車

　

煙

宝

　
竜

　

水

鐸

　

輪

　

管

風

　
九

　

擦

花

鉢

盤

受

伏

露

大塔相輪

　　　　　　　　　　　　　　　　倉健 大簾 原朋 画

欝
御手 印縁起 二 種 の 塔様
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註
註

（

一
）

　
　
密

教
の

塔
と
し
て

は
、

両

界
曼
荼
羅
に

三
昧
耶
形

塔
が

あ

る
以
上

こ

の

塔

様
の

塔
が
密
教
の

塔
と

し
て

存
在
し
た
可
能
性
は

高
い
。

こ

の

形
の

塔
を

　
宝
塔
と

稱
し
て

い

る
。

宝
塔
は

塔
一

般
の

美
稱
で

あ
る
が、

こ

の

形
式
の

塔
が

多
く
造
ら
れ
る

よ
う
に

な
っ

た
こ

と
か
ら
江
戸

時
代
に

な
っ

て
、

こ

の

　
形
の

塔
を
宝
塔
と
呼
ぷ

よ

う
に

な
っ

た
。

　
　

佛
三

昧
耶
形
の

塔
を
宝
塔
形
と

し
た

こ

と

の

意
義
は

大
き
い

。

龍
猛
菩
薩
の

時
代
に

も
塔
は

既
に

多
様
化
し
て

い

た
と
思
わ

れ
る

が、

原
初
の

ス

ト

　
ゥ

ー
パ

を
基
本
に

し

た
宝
塔
形

を
佛
三

昧
耶
形
と

し

た
こ

と
は、

塔
の

理
念
の

上
か

ら
も
見
逃
す
こ

と
は

で

き
な
い

。

　
　

「

広

付
法
伝
」

に

恵

果
和
尚
に

よ
っ

て

塔
の

内
外
の

壁
に

両
界
曼
茶
羅
が

図
絵
さ

れ
て

い

た

と

記
さ

れ
て

い

る。

塔
様
知
る

こ

と

は

で

き
な
い

が、

　
密

教
の

塔
で
あ
る

。

両

界
曼
荼

羅
を

描
く
こ

と

は、

弘

法
大

師
に

よ
っ

て

も
継
承
さ

れ
た

（

後
述
嘉
保
康
和
再
建
塔
参
照）

現
在
醍
醐
寺
の

五

重
大

塔

　
に

こ

れ

を
見
る
こ

と

が
で

き
る

。

　
　

大
師
以
後
の

入
唐
僧

達
も
密

教
の

唐
様
を
示
す
記

録
は

見
ら
れ
な
い

。

　
　

栂
尾
祥
雲
博
士
は

ア

マ

ラ

ヴ
ァ

テ

ィ

大
塔
の

塔
跡

を

早
く
に

調
査
し、

こ

れ
を
南
天
鉄
塔
と

し

て

考
証
し

て

お

ら
れ
る

。

こ

れ

に

よ
れ
ば

こ

の

大

塔

　
は
密

教
の

塔
と
い

う
こ

と
に

な
る

。

し

か

し

宝
塔
形

佛
塔
で

は

な
い

（
ア
マ

ラ
ヴ
ァ

チ
塔
と

南
天

鉄

塔
密
教
研
究
十
六
号）

　
　
密

教
の

曼
荼
羅
風
に

佛
塔
を
配
置
し
た

も
の

に

ボ

ロ

ー
ブ

ド
ー

ル

の

遺
跡
が

あ
る

。

下
壇
か

ら

釈
尊
の

前
生
譚、

佛
伝
図、

華
厳
経
入

法
界
品
図
と

　

次
第
に

上
壇
に

至
り
更
に

そ
の

上
を

四
段
に

築
い

て

最
上
壇

中
央
に

大
佛
塔
を
安
置、

こ

れ
よ
り
一

段
下
げ
て

十
六
の

バ

ス

ケ

ッ

ト

状
の

ス

ト
ゥ

ー
パ

　
を

円
陣
に

配
し、

中
に
一

体
ず
つ

石
彫
の

佛
像
が

納
め
ら
れ
て

い

た
。

こ

の

中
に

四
佛
も
見
ら

れ

る

が、

両
部
の

四
佛
と
は、

触
地

印
以

外
合
致
し
な

　
い

。

密
教
的
で

は

あ
る

が
、

密
教
の

曼
荼

羅
と

は

別
で

あ
ろ
う

。

こ

の

ネ
ッ

ト
の

ス

ト
ゥ

ー
パ

を

中
台
八

葉
院
の

形
に

配
し

た

も
の

が

あ
る
と

い

う
（

Z°

　
｝

訣
閃
O
窰

〉
閃
O
國
〉
国
O
日
090

＞
門

∪
国
uDO

勾

弓
→

δ
ZO

閃

切

〉
幻

〉
ゆ

dUO

幻）

胎
蔵
曼

荼
羅
で

あ
る

か

ど

う
か

は

確
認

さ
れ
て
い

な
い

。

註

（

二
）

　
　

多
宝

塔
形
佛
塔
を
最
初
に

「

多
宝

塔
」

と

稱
し

た
の

は、

康

保
五

年
（

九
六
六
）

の

「

金
剛
峯
寺
建
立

修
行
縁
起
」

で

あ
る

。

こ

の

中
で、

高
野
山

　

大
塔
を

「

今
記
云。

多
宝
塔
一

基
。

高
十
六

丈
。

一

層
之

勢
寔
勝
数
重

塔
」

と

大
師
御
在
世
の

こ

と
と
し
て

記
し
、

又、

西
塔
に

つ

い

て

は、

九
丈
多

　
宝
塔
一

基
。

奉
安
置
八
尺
大
日

。

五
尺

四
佛
（

中
略
V

巳
上
三

、

真
然
僧
正
仁
和
三

年
丁
未
依
勅
之

。

L

仁
和
三

年
は

西
暦
八

八

七

年
で

あ
る

。

塔
形
に

　
つ

い

て

は、

確
認
で

き
な
い

が
、

天

暦
元
年
（

九

三
一
）

に、

そ

の

本
尊
の

金
剛

界
五

佛
が

造
立
供
養
さ
れ
た

勧
修
寺

塔
は、

「

多
宝
塔
」

と

稱
さ

れ
て

　
い

た
。

こ

の

塔
が
多
宝
塔
形
と

す
れ
ば、

文
献
的
に
一

番
早
い

こ

と
に

な
る

。

（
本

稿
第
一

部
に

既
述）

註

（

三
）

　
　

「

覚
源

抄
」

に

「

結
塔
印。

顕
五

佛
給

。

然
塔
印
南
向
塔

給
顕

也
。

塔
南
天
鉄

塔
是
也

。

亦
高
野
大
塔

南
向
是
移
彼
鉄
塔
意

。

」

真
言
宗
全

書
三
六
．

　
五
三

二

　
　

清
水
清
晃
著

「

高
野
山
根
本
大
塔
の

研
究
」

註

（

四
）

　
　

大
塔
数
度
の

再
建
に

於
て

も

順
次
以

前
の

塔
に

準
拠
し
て

建
立
さ
れ
て

き
た
は

ず
で

あ
る

が、

中
世
に

は

基
壇
式
で

は

な
く
根

来
の

塔
の

よ

う
に

四

　

方
に

縁
を
回
す
形
式
と
な
っ

て
お

り、

細
部
に

於
て

は
変
更
さ
れ
て

推
移
し
て

き
た

こ

と

も
や
む

を
得
な
い

。

　
　

昭
和
大
塔
は
大
正
十
四

年
木

造
塔
で

計
画
さ
れ、

後、

鉄

骨
鉄

筋
コ

ン

ク

リ
ー

ト

造
り

と

変
更。

設

計
は

天
沼
俊
一

博
士

。

昭
和
再
建
に

つ

い

て

は、

　
立

面
図
平
面
図
も
掲
載
さ
れ
て

い

る

河
野
浩
晃
師
前
掲

書
に

詳
し
い

。

註

（

五
）

一 53 一

N 工工
一Electronlc 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

CH 工 SAN −KANGAKU −KA 工

智山学報第四十五 輯

　
　
康

和
再
建
大
塔
は

五

か

年
で

塔
の

建
築
を
完
了
し
て

い

る
。

（
本
稿
後
述
）

工
程
的
に

は

御
在
世

中
の

完
成
も
可
能
で

あ
っ

た
が、

こ

れ
を
挺
ん

だ
と

　
す
れ
ば

塔
建
立
の

資
金
の

問
題
で

あ
っ

た
ろ

う
。

　
　

『

塔
婆
建
築
の

研

究
』

足
立
康
著

作
集
　
三
　

「

高
野

山
大
塔
と
そ

の

本
尊
」

に

於
て

貞
観
三

年
以

前
に

は
存
在
し

て
い

た
と

推
定

。

　
　
こ

れ
に

対
し

『

寺

院
建

築
の

研
究
』

下

福
山

敏
男
著
で
は、

大
塔
の

創
建

・

完
成

年
代
は

不
明
と

し

て

い

る
。

註
（
六＞

　
a
　

足
立
康

博
士

　
前
掲
書

　
b

清
水

擴
博
士

平
安
時
代
佛
教
建
築
史
の

研
究

　
　

　
「

多
宝
塔
の

性
格
と

形
態
」

　
c
　
a

著
の

解
説
　
太
田
博
太
郎
博
士

　
　

　
足
立

説
を
清
水

説
で
一

部

修
正

、

更
に
c

に

於
て

太
田

博
士

が

両
説
に

対
し
て、

批
判
し

て

い

る

註
（
七）

　
　

亀
腹
と
い

う
名
稱
は

あ
ま
り
ふ

さ
わ

し
く

な
く
「

宝
塔
頭
項
部
」

と

稱
す
る

の

が

よ
い

で

あ
ろ
う

。

石
山
毒、

渉
土

寺、

金
剛
寺
の

多
宝
塔
で

は、

　
こ

れ
を
初

層
の

横
断
面
の

正

方

形
に

内
接
す
る

程
大
き
く
し

て、

三

昧
耶
形
塔
で

あ
る
こ

と

を
強
調
し

て
い

る
。

根

来
寺
大
塔
も
ほ
ぼ

同
じ

で、

昭
和

　

大
塔
は、

か
つ

て

高
野
山
大
塔
に

な
ら

っ

て

建
立
さ

れ
た
と

す
る
根
来
の

大
塔
を
範
と
し
た
た
め

現
在
の

形
と

な
っ

た

も
の

で
あ
る

．

金
剛
三

昧
院
塔

　

は、

復

原
図
の

よ
う
に

、

水
輪
柱
の

位
置
を
予
想
し

て、

少
し
内
側
に

収
め

て

い

る
唯
一

の

塔
で

あ
る。

こ

の

他
の

多
宝
塔
で

は、

亀
腹
を
小
さ
く
形

　

式
的
に

つ

け
て、

宝
塔
頭
項
部
で
あ
る
こ

と

を
表
わ
し
て

い

る

も
の

が

多
い
。

註
（

八
｝

　
　

御
手
印
縁
起
の

図
に、

上
層
の

屋
根
の

下
ウ

棟
が

外

側
に

反
る

む

く
り

に

な
っ

て

い

る
。

復
原
図
も
こ

れ
に

よ
っ

た

も
の

で

あ
る。

現
在
の

多
宝
塔

　

に

於
て

は、

こ

の

屋

根
の

形
は
な
い

の

で、

覆
鉢
を
以
て

風
輪
と

す
る

。

註
（
九）

　
　

密
教
大
辞

亜
ハ

「

大
塔
の

大
事
」

　
　

河
野

清
晃
氏
の

前
掲

書
の

「

根
本
大
塔
と

密
宗
教
義
」

に

「

大
塔
は
孟

孚
所
成
の

塔
で

あ
っ

て、

内
の

円
な
る
は、
・
媛
字
水
大
の

形
即

わ
ち
金

剛
界

　

で

あ
り、

又

外
の

方
な
る
は、

汎

字
〔

本
来
｛
と
あ
り

筆
者
訂
正
〕

地
大
胎
蔵
で

あ
り、

す
な
わ

ち

両
部
不
二

の

塔
で

あ
る
と、

塔
の

形

そ

の

も
の

を

　

教
義
に

合
わ
せ

て
両
部

不
二

と

言
う
の

で
あ
る

。

」

　
　

続
い

て

杲
宝
の

秘
蔵

記
私
抄
の

文
を
次
の

よ

う
に

掲
て

い

る
。

　
　
　

「

卒
都
婆
者、

鑁
一

字
所
成、

又

附

卑
羅
吽
劍
の

所
成
な
り、

任
取

に

云
云、

言
ふ

所
の

鑁
一

字
の

所
成
の

塔
と
は、

即
ち

高
野
山
大
塔
な
り

、

五

　

字
所
成
の

塔
と
は、

東
寺
の

五

重
の

塔
此
を

標
す
也

。

」

　
　

足
立

康

前
掲
書

註

（

十）

　
　

安

祥
寺
五

智
如
来
像
の

造
顕
の

年
代
　
足
立

康
　
建
築

史
第
二

巻

第
六
号

　
　

安
祥
寺
と

五

智
如

来
像
と
に

つ

い

て

　
金
森
遵

　
密
教

研
究
八

十

四
号

　
　

著
者
は

安

祥
寺
塔
は

五

智
如
来
像
が

安
置
さ

れ
た

と
推

論
す
る

の

を
至
当
と
し
な
が

ら、

そ
の

場
合
こ

の

多
宝
塔
は、

初
層
の
一

辺
が

五

丈
乃
至

七

　

丈
と

な
り
他
の

佛
堂
と

の

均
斉
を
破
る
と

し
て、

そ

の

よ

う
な

大
き

さ
の

多
宝
塔
は、

貞
観
時
代
の

安

祥
寺
に

存
在
し

な
か
っ

と

し
て
い

る．

こ

れ

ら

　

は
、

高
野
山
大

塔
の

理

念
に

よ
っ

て

建
立
さ
れ
た

場
合、

塔
は

最
重

要
の

伽
藍
で

あ
っ

て、

他
の

伽
藍
を
圧
倒
す
る

も
の

で

支
障
な
い

こ

と

を
見

落
と
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し
て

い

る
こ

と
に

よ
る
推
論
で

あ
る

。

註

（

十
】
V

　
　

都
大
道
場
法
壇
の

法
壇
は、

「

精
霊
集
私
記
」

に

円
壇
と

し
て

い

る
。

円
壇
は
輪
円
具
足
の

曼
荼
羅
で

あ
る
が、

こ

こ

で

は、

円
形

壇
即
金

剛
界
壇
を

　

観
想
建
立

し

た
も
の

と

解
釈
し
た
。

註

（

十
二
）

　
・

密
教
大
辞
典

「

大
日

経
」

の

鉄
塔
相
承
の

項
お

よ

び

「

大
日

経
鉄
塔

相
承
」

　
・

ア

マ

ラ

ヴ

ァ

チ
塔
と
南
天

鉄

塔
説
　
栂
尾
祥
雲

　
密
教
研
究

　
第
十
六

号

　
・

真
言

密
経
の

起
原

伝
来
　
金
山

穆
韶
　
密
教
研
究

　
第
七
十
三
号

註
（
十
三
）

　
　

弘
法
大

師
は、

大
日

如

来
を

高
祖
法
身
と

呼
ぴ、

又
「

大
師
」

と

稱
し
て

い

る
。

恵
果
和
尚
よ
り
之

瀉
瓶
相
承
は、

又
大
師
大
日

如

来
よ

り
の

潟
瓶

　
相
承
の

想
い

が

あ
る。

　
　

南
天
鉄
塔

相
承
を
記
す
に

つ

い

て

も
龍
猛

菩
薩
が

鉄
塔
中
に

入

る

こ

と

を

需
め

た
の

は、

一

切
法
蔵
を

受
持
し

て

群
生

を
利
済
す
る

た

め

で

あ
っ

た

　
と

し
て
い

る
。

註
（
十
四）

　
　

弘
法
大
師
は、

弘
付
法
伝
に

「

受
く
る
と
こ

ろ

の

錫
施
は
一

銭
を

貯
え

ず、

す
な
わ

ち
曼
荼
羅
を
建
立
し、

こ

れ
が

弘
法
利
人
を
願
う

」

と

し、

つ

　
づ

い

て

「

常
に

門
人

に

い

っ

て

い

わ
く、

金

剛
界
大
悲
胎

蔵
両
部
の

大
教
は、

諸
仏
の

秘
蔵、

即

身
成
佛
の

路
な
り

。

あ
ま
ね
く
法
界
に

流

伝
し
て

有

　
情
を
度
脱
せ

ん

こ

と

を
」

と

記
し、

更
に
、

恵
果
和
尚
の

碑
に

は、

「

貧
を
済
う
に

財
を
以
て

し
、

愚
を

導
く
に

法
を

以
て

す
」

「

栄
貴
を
示
し

て、

栄

　
貴
を
導
き、

有
疾
を

現
じ

て

有
疾
を
待
つ
、

病
に

応
じ

て

薬
を

投
じ、

迷
い

を
邪
し

ん

で
指
南
す
」

と

そ
の

利
他
に

つ

い

て

記
し
て

い

る。

註

（

十
五
）

　
　

「

広

付
法
伝
」

に

大
師
は

「

す
な
わ
ち

曼
荼
羅
を
建
立
し、

こ

れ
が

弘

法
利
人

を
願
う、

金
剛
界
お

よ
び

大
悲
胎
蔵
両
部
の

大
曼
荼
羅
お

よ
び
一
一

　
の

尊
曼
荼
羅
を

図
絵

す
。

衆
聖
儼
然
と
し

て

華
蔵
の

新
た
に

開
け
る
に

似
た

り
。

万
徳
輝
曜
し
て

密
厳
の

旧

容
に

還
る
。

→

た
び

覩、

一

た

び

礼
す
る

　
も
の

は、

罪
を
消
し

福
を

積
む
」

※

相
輪
の

図

（

二

六

頁）

は
塔
の

建

築
　
浜
島
正

士

編
よ
り
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